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は じめに

島根大学 「重点研究部門」研究プ ロジェク ト 「山陰地方における地域社会の存立基盤 と

その歴史的転換 に関す る研究」にお ける本稿の担 当分野は, 現代の産業分析である。地域

社会が遭遇 した存立の危機 の克服過程, お よび人 口減少が進行す る歴史的要因 と地域が抱

える課題 について明 らかにす るためには産業の変容 を統計的にも実証的にも検討す る必要

がある。具体的には, 戦前期 の島根県内企業の存立状況 を検討す ることによって当地方の

産業の変容が明 らかにな り, 現代 にお ける地域の抱える諸課題解決の方法 も明確 になる。

県内の企業数及び資本金について, 統計資料 によれば, 1896 年 (M29) に会社数 54 社,

払込資本金又は出資総額約 311 万円だった ものが 1939 年 (S14) には, それぞれ 500 社,

約 5,115 万円となっている (図 1 参照) 史 しか し, どの地域で,いかなる状況の中で, どの

よ うな業種の企業が創業 したのか, その内容 は統計資料か らはみえてこない。本稿は, 戦

前期島根県にお ける企業の存立状況を検討す るために, 以下の 2 つの作業 を行い, 分析 し

たものをま とめた ものである。

第 1 に, 1917 年 (T6) 版, 1922～25 年 (T11̃ T14) 版, 1926- 28 年 (S1- S3) 版,

1930- 32 年 (S5- S7) 版 1939 年 (S14) 版 の 『帝国信用録』に記載 されている島根県内

の事業者の創業年, 地域, 業種 ・職種, 資産, 年商を整理 した。第 2 に, 1920 年 に創業 し

た出雲製織株式会社の 「営業報告書」に記載 されている株主名簿を分析す ることによ り同

社の経営資金が どのよ うな人々か ら供給 されていたのかを明 らかに した。

以下では, 第 1 節で, 『帝国信用録』による集計結果 について, 第 2 節で, 出雲製織株式

会社の株主について報告す る。最後 に, 若干のま とめを述べ る。

1 島根 県 [1974] , 103-104 同書 「解 説 」 に よれ ば, 主 と して 日本 帝 国統 計年鑑 を資料 と してい るが, 明治期 の会社
につ いて は, 「農 工商及 ビ水 陸巡輪 ノ別 ナ ク二人以上 資本金 ヲ合 シタル モ ノハ勿論 一個 人 卜¢! モ会社 等 ノ集 合名義 ヲ用 ヒ

各 其事務 ヲ営 ムモ ノ八悉 ク記載 セ シモ ノ」 ( 日本帝 国第八 統計年鑑 ) とす る。 大正 M 年 会社統 計規則 制定 に よって, 会

社 とは, 「本店 また は主た る事務所 所在 地 で計 上 され , 清 算 中又 は破 産 手続 中の会社 は除」 かれ て い る もの とす る。
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第 1 節 『帝国信用録』 による島根県内事業所の状況

1- 1 資料の性格ー 『帝国信用録』

『帝国信用録』は帝国興信所2が 1912 年 よ り発行 し, 同社 によって商工業家個人の資産

や信用 を調査 したものをま とめたものである。 同書 「注意書き」には, ①会員以外 に借覧

又 は傳借 を許 さない。②退会す る場合, 直ちに返還す る義務があるとす る。 したがって,

帝国興信所 の会員が 『帝国信用録』 に記載 されている情報 を基 に取引等の判断を していた

のであって, 『帝国信用録』に記載 されている商工業家個人が全て帝国興信所の会員 である

わけではない。 また, 『島根県商工人名録』 といった名簿に記載 されている商工人が全て記

載 されてお らず, 一定程度の有力な商工人のみが同社の調査の対象 となっていると考 えら

れ る。

本稿で使用す る 1917～39 年の 11 冊では, 1939 年以外 は, 全て県別 に商工業家個人の氏

名 が［い ろは順］で記載 され ている。資料状況は, 現物が 1925 年第 18 版, 1927 年第 20 版,

1928 年第 21版, 1930 年第 23 版, 1932 年第 25 版, 1939 年第 32 版の 6 冊である (立命

館大学所蔵) 。それ以外の 1917 年第 10 版, 1922 年第 15 版, 1924 年第 17 版, 1926 年第

19 版 , 1931 年第 24 版 の 5 冊は国立国会図書館近代デジタル ライブラ リーか ら入手 した。

内容 は, 「姓名」, 「職業」, 「店舗又八住所」, 「関業年月」が記載 され, 信用については,

「対物信用」, 「対人信用」, 「年商内高又八収入」, 「盛衰」が示 されている。 「姓名」欄 につ

いては, 明 らかに同一人物 にもかかわ らず, 例 えば 「次郎」が 「治郎」, 「伊藤」が 「井籐」

といった漢字の間違いが数多 く見 られ る。 また, 毎年同社が調査 して改訂 しているとす る

にも拘わ らず, (ア)1 回だけの記載, (イ)糸限続記載だったが突然消滅, (ウ)飛び飛びの記載 とい

った記載状況である。 「職業」欄 では, 同書 「注意書き」によれば, 「著 シク多種類二渉ル

モ ノ八其主タルモ ノヲ取 リテ他 ヲ省略」す るとし, 「醤油釀造」, 「酒

造」, 「石油砂糖洋灰呉服」, 「旅館」 といった具体的な取扱商品や

業種が記載 されている一方で, 「酒」, 「酒類」のよ うに, 酒 を販売

しているのか醸造 しているのかが判断できない表記や, 「温泉」,

「会社役員」な ど旅館業 を指すのか, どのよ うな会社 の役員なの

かが十分に分か らない表記 もある。 この点は, 経年の 『帝国信用

録』をみ ることによって, 判別ができると思われ る。 「店舗又八住

所」欄では, 「松, 東茶」, 「簸川, 平 田」, 「大原, 木次」 と地域が

詳 しく書かれている。

「開業年月」欄では, 開業月までは記載 されてお らず, 開業年

について も, 明治以前の 「弘治」, 「安政」や 「先代」, 「先先代」

といった表記 もみ られ, 正確 な創業時が判 るわけではない。最大

の欠点は, 各版 によって同一人物であ りなが ら 「開業年月」欄の

記載が異なる場合が多 く, 本稿ではその人物が記載 されている各

版 の内, 最 も新 しい年 に記載 されている 「開業年月」 をその人物

の開業時 と推定 した。

付属の 「符号手引き」に記 された符号によって記載 され る信用

勤 i南国髄 8J瞼 r符号物 邑

賄 :韻 興爾 翻帝国信用刷各版より却 ,

符号 $917 年

第10版

1924 年

S 17K

1925年勤 8版

以降

い 1伽 万円以上

500万円以上

は 300万円以上

に 200万円以上

ほ 159万円威上

へ 100万円威上

と 万円以上

ち

y
50万円以上

40方円以上

a>
も

39万円以上

25万円以上
同左 同た

£ 20万円以上

わ 15万円以上

小 肪 円以上

よ 7万円以上

5万円以上

わ 3万円以上

そ 2万円以上

つ 1万円以上

h 5和 以上

肝 円以上

こ 肝 円以上

ら 1千円以上 肝 円以下 3冊 以下

す 1千円以下

郞

ん 不明 不明

2 後藤 武 夫 ( 1870- 1933) に よって, 1900 年 に創 業 した帝 国興信 社 は, 1902 年 に帝 国興信所 と改称 し, 1906 年株 式会
社化 した。 『帝 国経 済雑誌 』, 『帝 国信 用録』, 『帝 国銀行 会社 要録 』等 を発 刊 し, 海外 へ も進 出す る。 1981 年帝 国デ ー タ
バ ンク と改称 (帝 国デー タバ ンク［2000］) 0
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については, 「対物信用」 と 「年商内高又八収入」欄 がある。 「注意書 き」によれば, 「正味

身代 ヲ意味シ, 対人八取引先其他一般 ヨリ認 メラレタル商業道徳心 ノ程度如何 ノ風別ナ リ」

とあ り, 家族名義の資産 を含む場合 については別 に印がついてある。 「符号手引き」が無い

のは, 近代デ ジタル ライブラ リーか ら入手 した 5 冊分の内, 1922 年版, 1931 年版の 2 冊

である。符号は, 表 1 のよ うに, 各版 とも］いろは順］になってお り, 「い」が 1 千万円以上,

「ね」が 5 千円以上 1 万円以下 (未満 と思われ る。以丁同 じ) , 「の」が負債, 「ん」が不明

となっている。金額は 「い」～ 「ね」までは変更はないが, 第 3 版 (1917 年) では, 「な」

が 3 千円以上 5 千円未以下, 「ら」が 1 千円以上 3 千円以下, 「す」が 1 千 円以下 となって

い るのに対 し, 第 17版 (1924 年) , 第 18 版 (1925 年) 以降では 3 千円以上 と 3 千円以下

とい うよ うに, 1917 年 (T6) と 1924 年 (T13) 以降では金額が異なっている。本稿では,

「対物信用」 を, 資本金 あるいは当人の資本力 とみな して検討 している。

「対人信用」欄 では 「ア」が最厚, 「イ」が厚, 「ウ」が普通, 「エ」が薄, 「オ」が最薄

で示 され, ほ とん どが 「ウ」である。 「盛衰」欄では, 「カ」が最盛, 「キ」が盛, 「ク」が

常態, 「ケ」が衰, 「コ」が最衰で記載 され, ほ とん どが 「ク」である。

以上のよ うに, さまざまな問題 もあるが, 具体的な職業 • 取扱商品, 資本, 年商が分か

り, 戦前の島根県内の有力な商工業家の数, 事業の内容及び規模, 変化が解 明できると考

える。

1- 2 掲載事業者数の内訳

表 2 は, 1917- 39 年の 『帝国信用録』に掲載 されている島根県内の商工業家個人 (以下,

事業者 とす る) 数 4,602 名 (重複含む) の掲載年版別の数 を示 している。最多は, 1939 年

版 の 949名で, 1917年版では僅か 67名 であった ものが 22 年間で約 14 倍 と増加 していた。

変化率 を見 ると, 1926 年, 1927 年 では前年 よ りも約 80%ずつ増加 し, 前年のほぼ倍の事

業者数 となっていた。 この 4,603 名 の内, 重複や明 らかに後継者 と判断できる者 を取 り除

いた事業者数 は 1,403 名だった。表 2 には, 対象 とす る 1,403 名 の何年版 を採用 したか,

版別対象事業者数 を示 している。最多は 1939 年第 32 版 の 943 名 (67.2%) である。次に,

1932 年第 25 版が 145 名 (10.3%) , 1928 年第 21版が 102 名 (7.3%) と続 く。 したがっ

て, 本稿の主な分析時期 は, 1927 年の金融恐慌, 1930～31年の昭和恐慌, 1930 年代後半

の景気上昇 といった経済の変化 が激 しい 1928～39 年の営業期間 となる3。
毒 2 『帝 国 情 用 録 』年 版 別 揭 戦 事 業 者 数

―
' i f 「 … ユ 版 別 対 象事 業 者 数

含計 4 6  0 2 100 1 1 4 0 3  100 1 5 3  2 1 9  3  D 9  2 9 8  2 7 6  1 4 8

資 料 : 帝 国興 悟 所 編 『帝 国 信 用 録 』各 版 より作 成 。
注 : ・ 業者 を創 業 年 によって ) の 5つ のグル ープ【二分 けた 。

年 版 「符 号 手
引 話 !

事 票 者
散

%
毫 化 率

( % ) 全 体 物
S ) M
前 -*
M 3

(&)
M9 ̶
M22

Cc )
M2 3

M3 8

<d)
M 39
̶ T a

Co)
T 9 ̶
S 14

不 明

1 9 1 7 第 2 版 6 7 1.5 5 0 .4 1 0 1 1 0 2

1 9 2 2 3S 15 RS 1 1 2 2.4 6 7 .2 3 0 2 0 0 0 0 3

1 9 2 4 第 口 版 1 1 2 2.4 0 .0 4 0 .3 0 0 0 0 4

1 9 2 5 第 1S版 1 3 4 2.9 1 9 .6 2 4 1.7 1 2 0 0 1 9

1 9 2 6 第 怕 版 2 4 0 52 7 9 . 1 1 5 1.1 1 5 0 6

1 9 2 7 第 2D版 4 3 S S.5 8 1 .3 1 4 1.0 1 2 2 0

1 9 2 8 第 2 1版 5 6 9 12.4 3 0 .8 1 0 2 7.3 1 0 1 9 2 1 17 1 2 2 3

1 9 3 0 第 2 3版 6 6 5 14 .5 1 6 .9 5 3 3.8 1 2 12 8 1 4

1 9 3 1 第 24 版 6 9 9 15 ,2 5 . 1 9 5 6<8 1 0 1 9 18 1 8 2 1

1 9 3 2 第 2 5版 6 2 0 13 .5 - 1 1 ,3 1 4 5 10^3 2 0 2 8 3 4 3 4 1 7 1 2

1 9 3 9 第 3 2版 9 4 9 20 .6 5 3 . 1 9 4 3 6X 2 1 0 0 1 5 3 2 1 8 2 0 9 2 1 9 4 4

3 分析 対 象 の事業所 の約 7 割 は, 1939 年 第 2 1 版 で あ る点 , 以下 で行 うよ うに創 業年別 に グル ー プ化 した伝) ～® の グル

ー プでみ て も古 くに創 業 した事業者 で あ って も最新 の第 32 版 に掲 載 してい る者 が 100 ^ 以上 いた点 か ら, これ 以 降の

分析 にお いて も対 象事業者 1,403 名 の事業 年度 の違 い を考慮 す る必 要 はそれ ほ どない よ うに思 われ る。
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①創業年

次に, 1,403 名 を創業年別 にみた ものが表 3 (図 2 は,

不明 148 名 を除 く 1,255名 を創業年別 にグラフ化) であ

る。 「開業年月」欄 に 「先代」や 「安政」な どと書かれて

いた場合は, 全て 「明治以前」 (以下, M 前 と略す) に

区分 し, 書かれていない場合は全て 「不明」 とした。表

3 によれ ば, M 前は別 として, 1897 年 (80 名) , 1887

年 (59 名) , 1877 年 (53 名) , 1907 年 (49 名) , 1902 -
21年 (36 名) , 1923 年 (35 名) 1882 年 (31 名) , 1892
年 (29 名) が創業数上位 で, 県内での創業は, 10 年 を

周期 として ピー クを迎 えていることが分か る。また, 明

治期 に創業 した事業者数は, 745 名 (53.1%) 1 明治期以

前が 67 名 なので, 両者 を合算す ると, 812 名 (57.9%)

である。つま り, 1939 年 (S14) に存続す る島根県の事

業者 の多 くが古 くか ら創業 していた事業所だった。経営

史学会 ［2004］によれば, 日本の企業勃興期 は, 1886 年後

半か ら 89 年 にかけての第一次企業勃興期 と日露戦後

(1905 年) の第二次企業勃興期が明 らかに されているが,

島根県において も同時期 に多 くの創業があった といえる。

②地域別業者数

以下では, 事業者の創業年によって(a)～(" の 5 グルー

プに分 けて分析 を行 う。第一次企業勃興期 の 1889 年 ま

でに創業 した者 を(a)M 前～1875年 と(b)1876～89年 に2

分 した。1890～1905 年までの創業者 を(c), 第二次企業

勃興期 が始まる 1906年か ら第一次世界大戦後 1919年の

創業者 を(d) , 1920 年代の不況期か ら 1939 年までの創業

者 を(e) とした。

地域別 に事業者数 を示 したのが表 4 である。圧倒的に

創業 ( = 事業所) が多い地域は松江地域で 4 割以上を占

め, 簸川地域 18.7%, 那賀地域 ! 1.1% と続 く。 (a) M 前

- 1875 年 グループ と不明では, 上位 3 地域の割合は 6

割前後である。つま り, 初期 において創業は地域分散的

だった といえる。(b)～(d)グループになると約 7 割以上が

松江, 簸川, 那賀の 3 地域であ り, 創業は 3 地域 に集 中

す るよ うになった。能義地域では, (a)M 前～1875 年 グ

ループは那賀地域 よ りも多かったが, その後の創業が見

られず, (d)1906～19 年 グループでは 4.7% とな り,

(e)1920̃ 39 年 グループになると美濃地域 よ りも割合が

低 くなっていった。八束地域～仁多地域 は, (a)～(e)グル

ープ とも一桁 に留まってお り, 創業は松江地域, 簸川地

善 3 創 業 年 別 事 業 者 数

資 料 : 帝 国 興 信 所 編 『帝 国 信 用 録 』各 版 よ り作 成 。

注 : 專 集 者 を創 集 年 に よ って

創 業 年 件 数 % 件 数 %
明 治 以 前 M前 6 7 4 .8

M 1 18 6 8 2 4 1.7

M 2 18 6 9 2 0 1.4

M 3 18 7 0 14 1.0

M 4 18 7 1 2 0 .1

M 5 18 7 2 1.1

M 6 18 7 3 2 0 .1

M 7 18 7 4 7 0 .5 ( a)

M 8 18 7 5 3 0 .2 15 5 1 1.0

M 9 1 8 7 6 7 0 .5

M 10 1 8 7 7 5 3 3 .B

M 1 1 18 7 8 5 0 .4

M 12 18 7 5 7 0 .5

M 13 18 8 0 5 0 .4

M 14 18 8 1 4 0 .3

M 15 13 8 2 3 1 2 .2

M 16 18 8 3 3 0 .2

M 17 18 8 4 12 0 .9

M 18 18 8 5 7 0 .5

M 19 18 8 6 4 0 ,3

M 20 18 8 7 5 9 4 .2

M 2 1 18 8 8 g 0 .6 Cb)

M 2 2 13 8 9 13 0 .9 2 19 15 .5

M 2 3 18 9 0 12 0 .9

M 24 18 9 1 g 0 .6

M 2 5 18 9 2 2 9 2 .1

M 2 6 18 9 3 6 0 .4

M 2 7 18 9 4 10 0 .7

M 2 8 18 9 5 1 1 0 .8

M2 9 18 9 6 15 1.1

M 3 0 18 9 7 8 0 5 .7

M 3 1 18 9 8 7 0 .5

M 3 2 18 9 9 13 0 .9

M 3 3 19 0 0 15 1,1

M 3 4 19 0 1 14 k 〇

M 3 5 19 0 2 3 6 2 .6

M 3 6 19 0 3 18 1.3

M 3 7 19 0 4 2 1 1.5 Cc )

M 3 8 19 0 5 13 O.fl 30 9 2 2 ,0

M 3 9 19 0 6 2 2 1.6

M 4 0 19 0 7 4 9 3 .5

M 4 1 19 0 3 17 1.2

M 4 2 19 0 9 17 1.2

M 4 3 19 10 14 1.0

M 4 4 19 11 10 0 .7

T 1 19 12 2 5 1.3

T 2 19 13 2 5 1.B

T 3 19 14 2 2 1.6

T 4 19 1 5 17 1.2

T 5 19 16 2 5 1.8

T 6 19 1 7 19 1.4

T 7 19 18 2 5 1.8 Cd)

T 8 19 19 9 0 .6 28 7 2 0 ,4

T 9 19 2 0 2 1 1.5

T 10 19 2 1 3 6 2 .6

T 1 1 19 2 2 2 8 2 .0

T 12 19 2 3 3 5 2 .5

T 13 19 2 4 2 7 1.9

T 14 19 2 5 2 0 1.4

S 1 19 2 6 20 1,4

S 2 19 2 7 1 1 0 .8

S 3 19 2 3 10 0 .7

S4 19 2 9 13 O.fl

S 5 19 3 0 15 1.1

S B 19 3 1 9 0 .6

S 7 19 3 2 16 1.1

S 3 19 3 3 3 0 ,2

S 9 19 3 4 4 0 .3

S 10 19 3 5 5 0 ,4

S 1 1 19 3 6 1 OJ

S 12 19 3 7 1 0 ,1 毎 )

S 13 19 3 8 1 OJ 2 7 6 19 .6

不 明 14 8 10 .5 14 S 10 .5

合 計 14 0 3 10 0 14 0 3 10 0 .

の 5 つ の グ ル ー プ ］こ分 け た 。
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域, 那賀地域, 能義地域 とそれ以外の地域では創業に大 きな格差があった ことが分かる。

合計 」 1403 153 219 309 298 276 148¦ 100 100 100 100 100 100 100
資料 : 帝国興信所編『帝国信用録』各版より作成。
注 :事業者を創業年によって(a)̃ (e)の5つのグループに分 けた。

③職業 • 職種別業者数

事業者の職業 ・業種 を見た ものが表 5 である。「職業」欄 には様 々な取扱商品が記載 され,

『帝国信用録』 ! 冊では判断が困難 であったが, 各版 を照合す る中で 27 の職業 • 業種 に集

約 した。最 も多かったのは販売業 (764 名) である。 内訳は, 食料 品販売 222 名, 呉服太

物販売 149 名, 雑貨販売 133 名 , 呉服太物以外の衣料品販売 58 名, 荒物販売 47 名, 電気 ・

時計カメラ ・機械 • 自転車販売 37 名, 文具 ・雑誌販売 36 名, 肥料販売 32 名 , 燃料販売

30 名, 化粧品 • 小間物販売 20 名 となっている。

製造業 (384 名) では, 非食 品製造 110 名 , 酒, 醤油を含む醸造が 102 名 と多 く, 次い

で食 品製造 55 名, 製材 • 材木 32 名 , 燃料生産 30 名, 鉱業 • 製鉄 • 鋳造 13 名, 薬種 30
名, 製紙 11名 , 製糸 10 名 である。サー ビス業 (139 名) では, 旅館 ・飲食 33 名, 金融 ・

人 図2 創業年別事業者数

旭 1 技 1■: 8 咬 °? &  瓦 ?？ 6 W 虫 6 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1  z z e'J z z E g e eW q〇 OD COOD O〇 8 8 〇Qc$ &  站 8 00 8 00 8 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

資料 : 帝 国興信所編 『帝 国信 用録』 各版 よ り作成”

年

表4 地域別業者数
業者数 %

地域

(a)_ (b) (c) (d) (e)

全牧 M前 M9 M23 M39 T9
#"%* ■*w
M8 M22 M38 T8 S14

不 (a) (b) 流 ; (d) (e)
・ 全体 M前 M9̃ M39 T9～ 不明
明 ～
刀 ～M8 M22 MOO ～T8 S14

M38

4
8

^
1

〇

4
4

8
8

CO
5

8
 4

 J
8

e■°

&

2
.

0

4
.
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■5

3-
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4
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7
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 1
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4
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 1t
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1

L z
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 L
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1
 7
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4

 1
8

 5
 0

3
 3

 1
2

o
4
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2
 4

0
 

0
 6

 9
4

- JI
 n

52
3

 9
 4

 4
 7

6
 3

 1
1

7
0

6
5

2
2

3
1

1
5

 3
 1

5
6

0
4

4
2

4
1

3
0

9
3

 4
 5

 5
 3

2
2

 o

67
0

 2
 4

 6
2

 1
1

江
川

賀
義

濃
束

原
濃

智
足

石
岐

摩
多

松
簸

那
能

美
八

大
安

邑
鹿

飯
隠

邇
仁
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食 料 品 販 売

興 眼 太 物 販 充

雑 貨 販 売

醒 造

非 食 品 製 造

会 社 役 員

衣 料 品 販 売

食 品 製 造

荒 物 販 売

燃 料 販 売

電 気 ・時 f t カメラ ・機 械 ・自 転 車 販 売

文 具 ・$^ 誌 販 売

旅 館 , 飲 食

製 材 , 材 木

肥 料 販 売

榮 種

金 融 , 貸 地 “会 社 役 耳

運 送

証 券 取 引

化 常 品 • 小 間 物 販 売

鉱 黒 製 鉄 ・鋳 造

建 築 ・土 木

そ の 他

農 黛

印 刷

製 紙

製 糸

燃 料 生 産
合 計 14 0 3 15 3 2 19 3 0 9 2 9 8  2 7 6 14 8 1 10 0  10 0  1 D0 10 0 10 0 10 0 10 0

資 料 : 帝 国 興 信 所 綱 『帝 国 慣 用 録 』各 版 よ り作 成 。

注 : 事 業 者 を創 業 年 に よ って の 5つ の グ ル ー プ に 分 【ナた 。

表 6 対 物 信 用 ( 二資 本 金 >別 業 者 数

資 料 : 帝 国 興 信 所 編 『帝 国信 用 録 』各 版 より作 成 。
注 : 事 業 者 を創 案 年 によって8 )～ 3 ) の 5つ の グ ル ープに分 けた °

対 物 =資 本 金

業 者 数 %

全 体
(a)

M前
～ M8

¢b)
M9 ̃
M22

(c)
M23

M38

(d)
M39
̃ T 8

(e)
T 9̃
S14

不 明 全 体
( a )

M前
～M8

Cb)
M9̃
M22

( e )

M23

M38

¢d)
M39
̃ T B

( e)
T9 ～
S14

不 明

1(X)0 万 円 以 上 1 0 0 0 0 0 1 0 .0 7 0.0 0 0 .0 0 0 .00 0.0 0 0 .0 0 0 .6 &

30。万 円 以 上 1 0 0 0 0 0 1 0 .0 7 0 .0 0 0 .0 0 0 .00 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 &

10Q万 円 以 上 3 1 0 1 0 0 1 0 2 1 0 .65 0.0 0 0 .32 0 .0 0 0 .0 0 0 .68

70 万 円 以 上 9 1 1 0 0 2 5 0 .64 0 .65 0.4 6 0 .00 0 .00 0 .72 3.3 8

50万 円 以 上 9 2 0 1 1 0 5 0 .64 1.3 1 0.0 0 0 .3 2 0 .34 0 .0 0 3^ e

40 万 円 以 上 5 0 0 1 1 0 3 0 .3 6 0 .00 0.0 0 0 3 2 0 .34 0 .0 0 2 .0 3

30 万 円 以 上 7 0 2 2 1 0 2 0 ,5 0 0 .00 0 .9 1 0 ,6 5 0 .34 0 .00 1^ 5

25 万 円 以 上 7 1 2 2 1 1 0 0 ^ 0 0 .6 5 0 .9 1 0 .6 5 0 .34 0 .36 0 -0 0

20 万 円 以 上 18 1 4 1 1 1 10 1J S 0 .6 5 1.8 3 OJ32 0 ^34 0 .3 6 6.76

15 万 円 以 上 23 4 8 4 0 0 7 1.64 2 .6 1 3 .6 5 15 9 0 .0 0 0 .00 4 .73

1Q万 円 以 上 5 1 8 11 7 6 3 16 3 .64 52 3 5 .0 2 25 7 2 .0 1 1.0 9 10.9 1

7 万 円 以 上 59 13 16 8 3 6 13 < 2 1 8 .50 7.3 1 2.59 1.0 1 2 .17 8.78

5 万 円 以 上 64 7 15 11 10 3 18 4 .56 4 .58 如 3.56 3.3 6 1.0 9 12.1G

3 万 円 以 上 108 12 2 1 26 13 17 19 7.70 7.B4 9.5 9 8.4 1 4 J 6 6 .16 12 .34

2 万 円 以 上 130 16 26 30 29 16 13 10.4 6 11,8 7 3.7 1 9,7 3 5 ^ 0 8 .78

1万 円 以 上 282 36 44 75 65 50 12 2 0.10 2 3.53 20 .0 9 2 4 2 7 2 1.B1 18 .12 8 .1 1

5千 円 以 上 358 27 34 87 94 107 9 2 5 .52 17.65 15.53 2 8 .16 3 1.54 3 8 .77 6.0 8

3千 円 以 上 3 0 0 1 1 0 1 0 2 1 0.0 0 0 .0 0 0 .32 0 .34 0 ,0 0 0 .6 3

3千 円 以 上 37 5 8 5 8 8 3 2 .64 3 2 7 3.5 5 1.62 2.66 2 .90 2 .0 3

3千 円未 満 166 13 15 36 45 52 5 11.6 3 6 .50 6,6 5 11.6 5 15 ,10 1Q.a4 3 .3 3

負 債 59 6 12 11 19 9 2 4 2 1 3 .92 5.4 8 3 .5 8 6 .36 3 2 6 1^35

不 明 3 0 0 0 0 1 2 0 ^ 1 0 .00 0 .0 0 0 .0 0 0 .00 0 .36 1^35

合 計 1403 153 2 19 309 295 276 148 100 100 100 100 100 100 1 Q Q

島根県の創業では製造業は少 な く, 1,403 名の業種の内約半数 を販売業が 占めていた。そ
の販売業では伝統的商品を扱 う業者が多かった。製造業 も伝統的商品を生産す る者が多 く,

近代的な産業へ と移行す る製紙, 製糸は僅か 10 名程度で, 全体の 1%にも満たなかった。

貸地 ・会社役員 28 名, 運送 25 名, 証券取引 24 名, 建築 ・土木 17 名, 印刷 12 名である。

それ以外 (116 名) では, 会社役員 89 名, 農業 13 名, その他 14 名 となっている。

衰 5 曜 業 ・職 種 別 事 業 者 教

職 業 ・兼 種

集 者 数

(a) Cb) Cc ) ¢d) ( e )

全 体  M 前  M 9 ～ M 2 3  M 3 9 T 9 ̃  不 明

̃ M 8 M 2 2 ～ ～ T 8 S 14

%

¢a) ¢b) Cc)

全 体 M 前 M9 ̃  M 2 3

̃ M8  M2 2 -

( d) ¢β)

M 3 9 T 9 ～ 不 明

̃ T 8 S 14

4
1

7
4

7
 b

4
-4

o
-°

j
-0

-0
-0

3
4

2
3

2
6

1
1
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0
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5
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 2
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CO 6
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 q
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 2

 2
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4
4

2
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1
0

0
0

0
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0

1
0

0
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6

 0
 0

 0
 0

 1

1
4

 7
 3
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6

 4
 2

 2
 2

0
 4

 8
 6

 4
 1

4
 2

 2
 2

 1
4
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4

2
5

8
6

9
 a

 3
0

3
3

1
1

0
 0

 1
3

 1
2

1
4

 1
0

 8
2

 2
 1

3
 1
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また, サー ビス業やそれ以外 において も, 金融, 証券取引等, 会社役員な ど地代収入を基

礎 として存立す る者が多かった。

④対物信用 (=資本力) 別業者数

表$ によれば, 対物信用別事業者数 は, 5 千円以上 1 万円未満 が 358 名 (25.5%) , 1 万

円以上 2 万 円未満 282 名 (20.1%) , 2 万円以上 3 方円未満 130 名 (9.3%) である。全体

の 62.6% は, 5 千円以上 5 万 円未満だった。5 万円未満 と負債の事業者 を合計す ると 1,143

名 で, 全体の 8 割 を占めている一方で, 100 万円以上は 5 名 (0.36%〇 内 1名 は 1 千万円

以上) に過 ぎなかった。 「対物信用」を資本力 と見なす と, 島根県の事業者の事業資金 は小

さく, 工業化 を促進 してい くには事業者のみの資金だけでは困難であったことは想像 に難

くない。例 えば, 1917 年第 10 版で京都 の掲載事業者数 をみてみ ると, 5,021名 , その内 「対

物信用」100 万円以上は 32 名 (0.64%) だった。1917 年第 10 版 を含む 『帝国信用録』! 1

冊分で 100 万円以上が 5 名 (0.36%) だった島根県の事業者 の資本力の小 ささが よくわか
る4。

⑤年商別業者数

表 ? で年商別事業者数 を見 る と, 年商 1 万円以上 2 万円未満が全体の約 3 割 を占めてい

る。年商 5 万円未満事業者 は 1,064 名 (75.84%) で, 圧倒 的に零細 な年間商い額 に留まっ

ていた。年商 30 万円以上事業者 は 20 名 (1.42%) に過 ぎずなかったが, 年商 10 万円以上

をみても全体の 7.9%である 120 名 だった。

約 3 割 を占めていた年商 1 万 円以上 2 万円未満 とは, 現代でいえば どの程度の年商 とな

るのかを米価格を参考にみてみたい。島根県［1974］によれば, 米 ( 中等) 1 石の卸売価格 は,

1917 年 (T6) 17.93 円, 1922 年 (T11) 32.75 円, 1924 年 (T13) 34.63 円, 1925 年 (T14)
37.66 円, 1926 年 (S1) 33.16 円, 1930 (S5) 20.43 円, 1932 年 (S7) 18.75 円, 1937

年 (S12) 32.05 円だった。米 1 石 とは 150kg で 1年間に 1 人が消費す る米の量 とされ, 家

» 7 年 商 別 業者 散

膏 料 : 帝 国興 情 所紐 『帝 匡HB 用 録 』各版 より作 成 。
注 : 事 業 者 を 創 業  年 ¦ : Zよ っ て の 5 つ の  グ ル ー プ ［二分 け た 。

業 者 数 %

Ca > ¢b > ¢c ) ( d > t e ) ( a ) ' Cb ) 8 ) ( d ) 舶 )
年 商

全 林
M 前 M 9 M 2 3 M 3 9 T 9

不 明 全 体
rm M 9 M 2 3 M 3 9 T 9

不 明

M 8 M 2 2 M 3 S T S S 1 4 M 8 M 2 2 M 3 3 T 8 S 1 4

7 0 万 円  以 上 8 0 万 円 未 満 2 0 0 1 0 1 0 0 .14 0 .0 0 0.00 0 .32 o m 0.38 □.□0

5 D 万 円 以 上 1 1 1 0 3 2 2 0 .78 0 .65 0X)0 0 .97 0.B7 1,0 9 1コ5

4 0 万 円 以 上 1 0 1 0 0 0 0 .07 O.DO Oj4B 0 .00 0.00 0.00 0.0 0

3 0 万 円 以 上 6 1 0 1 1 1 0 ,43 0 .85 〇+00 0 .32 OJ34 0.72 0.6 S

2 5 万 円 以 上 5 0 0 1 2 0 0 .36 0 .00 0 .00 0.32 0 .87 0.72 0 .0 0

2 Q万 円 以 上 1 2 2 4 3 3 0 0.86 1.3 1 1片3 0.97 1.0 1 D.00 (LOO

1 5 万 円 以 上 3 0 5 1 0 5 6 Q 2.14 3i 7 4.57 1.62 2.0 1 1,45 □+0 0

1 0 万 円 以 上 5 3 6 1 7 1 2 8 2 3.7B 3.92 7.70 3.SB 2.6B 2加 1^55

7 万 円 以 上 8 2 1 1 1 4 2 0 1 8 1 6 3 5.84 7.19 83 9 0.47 6.04 5加 2.0 3

S 万 円 以 上 10 9 1 5 2 6 3 1 1 6 1 6 5 7.77 B.ao 1 1.G7 10.03 5 J 7 5.80 3,38

3 万 円 以 上 2 1 4 2 6 4 7 5 6 4 6 2 9 1 0 152 5 16.&9 2 1.4 6 18.12 15.44 10^ 1 6.7 β

2 万 円 以 上 2 2 5 3 0 2 9 6 2 5 3 3 3 I S 16.04 19.6 1 13 2 4 20.0 8 17.79 11.9 B 12.18

1 万 円 以 上 4 2 1 3 7 5 1 8 2 1 0 3 1 1 1 3 7 30.0 1 24 .18 23 2 9 26.54 34 .56 40 22 25.0 0

5 千 円 以 上 1 2 8 1 2 1 1 2 2 2 8 3 0 2 5 9.12 7.84 5,0 2 7,12 8 4̂0 10.87 16.6 9

3 千 円 以 上 2 0 2 2 0 2 4 1 0 1.43 1.3 1 0 .9 1 0.00 0 .07 1.4 5 6.7 a

3 千 円 以 上 1 0 0 0 0 0 1 0,0 7 0 ,00 0 ,0 0 0.00 0 .00 OH O 0.68

3 千 円 未 満 5 4 1 5 7 1 0 1 3 1 8 33 5 12.18

1 甲 円 以 上 ( M 1OJ® ) 1 1 0 0 0 0 0 0 .65 0 .0 0 0.00 0 .00 o.oa

不 明 2 3 3 2 3 0 4 1 6 2X)0 1.98 0 .9 1 0.9 7 0 .00 1.4 5 10 3 1

合 計 1 4 0 3 1 5 3 2 1 9 3 0 9 2 9 8 2 7 6 1 4 8 99.93 99.3 5 0 7.72 07,73 98.64 9 5乏9 10 0

4 事 業者数 は当然 人 口に も関係す る。1917 年 ではないが , 1920 年 (T 9) 国勢調 査 に よれ ば, 京都府 人 口 1,286,251 ^ ,

京都 市人 口 591,323 名 , 島根 県人 口 714 ,712 名 で あ る。 京都 の 1917 年 『帝 国信用 録』記 載 の事業者数 5,02 1 名 は, 京
都府 の人 口で は 0.39% , 京都 市人 口で は 0,85% に当た る一方 で, 島根 の 19 17 年 『帝 国信用録』記 載 の事 業者数 67 名
は, 島根 県人 口の 0.0 1% に当た る。
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族 5 名 (島根県［1974］による 1 世帯当 り人員 : 1925 年 4.55 人, 1930 年 4.63 人) とす ると

1世帯年 間必要米価額は 90- 190 円である。年商 1 万円以上 2 万円未満 とは, この 1世帯

年 間必要米価額の 100 倍だった ことになる。 また, 島根県［1974］によれ ば, 1925 年農家 1

世帯平均年間消費支出額 (全国) は 1,233.77 円だった。 したがって, 農家が 1年間に支出

す る金額 の 10- 10.6 倍 の金額 を扱 う事業者が島根県では中心的だった といえよ う。 •

1- 3 業種別営業状況の推移

次に, 各事業者 の経営は どのよ うに進展 していたのかを, 販売 と製造か ら2 事例ずつ取

り上げて検討 してみ よ う (その際, できる限 り 1917- 39 年間記載 している業者 を取 り上げ

た)。

①呉服太物販売

表 8 は, 伝統的な商品である呉服太物販売 と醸造 を, 表 9 は近代的な商品である電気 ・

時計カメラ ・機械 • 自転車販売 と製糸業 を取 り上げている。表 8, 表 9 の事業者名 は, 地域

ー側 業年)で示 してい る。例 えば, 鹿足ー(M 前) とは, 鹿足地域で明治期前に創業 した者 とい

うことになる。

表 8 呉服太物販売では, 1922- 28 年の消費者物価上昇に伴い, 簸川ー(M l ), 簸川-(M42)

を除き各者 とも 「対物信用」の金額 を大 巻くしている。 1930 年以降の物価下落時には, 松

江一(M7), 松江一(M20), 那賀・(T1), 簸川-(M24)は, 金額 を減少 させている一方で, 変化のな

い簸JI¦-(M 1)以外 は, 金額 をむ しろ大きくしていた。「年商」では, 松江-(M 10). 松江一(M37),
能義一(M 19), 簸川-(M l ) , 簸川-(M 15)が 1922- 29 年 にかけて拡大 しているが, それ以外は

変化 な しか, または減少 していた。1930 年以降ではほ とん どものが 「年商」の減少がみ ら

れ る中で松江-(M20). 松江-(M37)の拡大が 目立ってい る。鹿足ー(M 前)は物価上昇期に 「対

物信用」 「年商」 ともそれ程変化がな く, 反対に, 物価下落時に現状維持及び拡大を してい

た。地域別では, 鹿足地域, 那賀地域は 1939 年の 「年商」の落ち込みがひ どく, 拡大 して

いる松江地域や簸川地域 との違いは明 らかである。

②醸造

表 8 醸造では, 松江の業者 が全期 を通 じて 「対物信用」 「年商」 とも拡大 させてい る。特

に松江一(M 前), 松江一(M30), 松江一(T3)が拡大 している。能義-(M20), 能義一(M30), 那賀一(T3)

は 1922 3̶2 年で間減少 していた。 1939 年 になると 「対物信用」を拡大 させているのは,

松江一(M 17), 松江一(M30), 能義-(M30), 簸川-(M15)だけで, それ以外は減少か現状維持だ

った。 「年商」 において も松江一(M 1O)以外 は大 きく減少 していた。

③電気 ・時計 カメラ ・機械 • 自転車販売 と製糸

表 9 は電気 • 時計カメラ ・機械 ・自転車販売 と製糸業の状況 を示 してい る。両業種 とも

呉服太物販売や醸造 と同様 に, 1922 年以降の物価上昇 に伴 って, 「対物信用」を拡大 してい

るが, 呉服太物販売や醸造 と異なる点は, 物価下落時の 1930 年代以降 も拡大 した分 を維持

している点である。製糸では, 松江一(M5), 能義一(M29)を除いては 「対物信用」を 1939 年

時点で拡大 していたが, 年商はいずれ も 「対物信用」の拡大ほど大 きくなっていなかった。

また, 電気 • 時計カメラ ・機械 • 自転車販売 と比較す ると製糸の 「対物信用」の拡大は大

き く, 松江一(M20)は, 14 倍, 松江一(M 10)は 4 倍, 那賀・(M20)は約 7 倍の拡大で, 「年商」

は減少傾 向にも拘わ らず資本の蓄積が進 んでいた と考 え られ る。

以上のよ うに, 業種 による営業状況の違いを把握 しよ うとしたが, いずれの業種 とも物
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1 5 - 2 0
2 0 - 2 5
1 5 - 2 0
10 - 15
2 0 - 2 5

10 - 5
5 - 7 10 15
0 .5 - 1 1- 2
0 .5 - 1 15 - 2 0
0 .5 - 1 S- 7
3 - 5 5 - 7

1 .5 3 - 5

2
5 5 - 7 2 - 3
5 5 - 7 1 0 - 1 5
3 3 - 5 1- 2
3 3 - S 1- 2
3 3 - 5 不 明
3 2 - 3 不 明
2 □.5 - 1 0 .5 - 1

不 明
不 明
不 明
不 明
0 .5 - 1
1 5 - 2 0
1 5 - 2 0
10 15
10 - 1 5

2 - 3
2 - 3
2 - 3
3 - 5
0 .5 - 1
0 .5 - 1
10 - 1 5

不 明
不 明
10 - 1 5
10 - 15
1Q- T5
2 5 - 3 0
2 5 - 3 0
2 0 - 2 5
0 .5 - 1
10 - 15
1 5 - 2 0

19 17 T- 2 3 - 5 3 - 5 5 - 7

1 9 2 2 1- 2 3 - 5 10 - 1 5 3 0 - 4 0 10 - 15
1 9 2 4 0 .5 - 1 3 - 5 3 0 - 4 0 7 0 « 10 0 3 0 - 4 0

1 9 2 5 0 .5 - 1 5 - 7 3 0 - 4 0 7 0 - 10 0 5 7 3 0 - 4 0

1 9 2 6 0 .5 - 1 5 - 7 2 0 - 2 5 5 0 - 7 0 5 7 1 0 - 1 5

1 9 2 7 7- 10 15 - 2 0 5 0 - 7 0 7 10 1 5 - 2 0

1 9 2 8 1- 2 5 - 7 3 - 5 2 5 - 3 0 5 7 2 0 - 2 5

19 3 0 1- 2 1 0 - 1 5 3 - 5 5 0 - 7 0 5 7 2 5 - 3 0

1 9 3 1 1- 2 1 5 - 2 0 3 - 5 7 0 - 10 0 5 7 2 5 - 3 0
19 3 2 1- 2 5 - 7 5 D- 7 O 3 5 15 - 2 0

19 3 9 1- 2 3 - 5 1- 2 7 0 - 10 0 7 10 2 5 - 3 C

曜 造 の 亨 築 者 名

松 江 • 松 江 一 松 江 一 松 江 一 松 江 • 館 善 一 話 莫 - 那 賀 • 那 賀 一
CM W  <M 1〇)  t M 17 ) ( M 3 0 ) (T 3 ) ( M 2 0 ) ( M 3 0 > ( M 5 > CH )  (丁3 )

具 眼 太 物 販 充 の 祟 雷 名

松 5T 一 松 江 一 松 江 一 松 江 一 那 資 ー 能 糖 ー
( M 1O^ f M 3 7 ^ CT 11 ( M 19 )

掲 載 年

2
3

3
2

2 3

1- 2

0 .5 - 1
1- 2
1- 2
1- 2
5 - 7

2
2

3
3
3
3

5
5

2
3
2

3
5

2
3
3

5
5

1917
1922
1924
1925
1926

3 - 5
7- 10
15 - 2 0
2 5 - 3 0
2 5 - 3 0
15 - 2 0
15 - 2 0
1S- 2 0
10 - 1 5
10 - 1 5
15 772 0

3 - 5
3 - 5

年 商

掲 載 年

15 17
19 2 2
19 2 4
19 2 5
19 2 8
19 2 7
19 2 日
19 3 0
19 3 1
19 3 2
19 3 9

1928
1930

fi j i b  w n - 廠 川 ー ® j h-
( M 1) ( M l  5 ) ( M 2 4 )  CM 4 2 )

193 1

不 明 5 - 7
1932

3 - 5 3 - 5 10 - 15 2 - 3 193£
5 - 7 5 - 7 10 - 1 5 2 - 3
5 - 7 5 - 7 10 - 1 5 2 - 3 年商
3 - 5 5 - 7 5 - 7 3 - 5
3 - 5 5 - 7 5 - 7 3 - 5
2 - 3 5 - 7 3 - 5 2 - 3 掲 載 年
5 - 7 1D- 1 S 3 - 5 0 .5 - 1

年 洛

掲 載 年

19 17
19 2 2
19 2 4
19 2 5
19 2 6
19 2 7
19 2 8
1 9 3 0
1 9 3 1
1 9 3 2
1 9 3 9

鹿 足 ー
( M 前 >

不 明
不 明
1- 2
1- 2
1- 2

5 - 7
1 0 - 1 5
5 - 7
2 - 3
0 ,5 - 1 

松 江 " '
( M t )

3 - 5
3 - 5
3 - 5
5 - 7
0 .5 - 1
0 .5- 1
0 .5 - 1
5 - 7
5 - 7
5 - 7 _

10- 15 3- 5 15- 20 1- 2 3- 5
10- 15 3- 5 10- 15 3- 5
0.5- 1 0 .5- 1 10- 15 20- 25 0.5- 1
5- 7 0.5- 1 10- 15 2- 3 0.5- 1
3- 5 0.5- 1 10- 15 1- 2
0,5- 1 0.5- 1 20- 25 2- 3 0.1-

貴 料 : 帝 国 興 愼 所 縁 『帝 国 僧 用 峰 』各 版 よ り作 成 。
注 ; 1 > 集 者 名 は ・地 域 一 «副 衆 年 >で 示 して い る 。

2 >金 額 は • 例 え ば 1- 2 の i ・含 • 1 万 円 以 上 2 万 円 宋 満 を 示 す 。

I

対 物 憎 用 SR 造 の 事 柴 看 名

坦 ” 公 松 江 - 松 江 一 松 江 一 松 江 一 松 江 一 i m « -  能 旅 ー 廠 川 - 那 賀 •  那 賀 一
昭 " 牛 前 ) ¢M 1 0 ) ( M 17 )  ( M 3 0 ) ( T 3 ) ( M 2 0 ) ( M 3 0 ) ( M 5 ) ( T T) ( T 3 )

7 10 - T5 1- 2
10 3 0 - 4 0 7 - 10 5 - 7 1- 2 5 7

10 2 5 - 3 0 7 - 10 10 - 1 5 2 - 3 5 7
10 7- 1 0 3 - 5 10 - 1 S 1- 2 5 7

10 5 - 7 S- 7 15 - 2 0 1- 2 5 7

10 7- 10 5 - 7 15 - 2 0 1- 2 3 5
7- 10 3 - 5 1 0 - 1 5 1- 2 2 3
3 0 - 4 0 4 15 - 2 0 1- 2 5 7

7- 10 不 明
10 - 1 5 1- 2
15 - 2 0
2 0 - 2 5

2 - 3
2 - 3

7 - 10 2 5 - 3 0 2 - 3
3 - 5 15 - 2 0 2 - 3
3 - 5 2 5 - 3 0 2 - 3
5 - 7 2 5 - 3 0
5 - 7 2 5 - 3 0
5 - 7 7 - 10

3 - 5
2 - 3
2 - 3
1- 2
1- 2
1- 2

1 5 - 2 0 7 0 - 1 0 0

1 9 1 7 2
1 9 2 2 5
1 9 2 4 5
1 9 2 5 5
1 9 2 6 7
1 9 2 7 7
1 9 2 8 7
1 9 3 0 7
19 3 1 7
19 3 2
19 3 9

資料 : 帝 国興 信 所編 『帝 国信 用 録』各 版 より作 成 。
注 : 1) 業者 名 は , 地 域 ー (創 業 年 ) で示 している。

2) 金 額 は, 例 え ば1- 2の場 合 • 1万 円 以上2万 円未 満 を示 す。

jg B 任 統 的 商 品 ほ お け る 販 充 と理 造 の 営 業 状 況

対 物 憎 用 "

掲 戰 年

呉 服 太 物 販 充 の 業 者 名
鹿 足 一 松 江 - 松 江 一 松 江 " 松 江 一 松 江 一 那 賀 一 № 91 -  © JU-  SB 川 ー ® JH-  is 川 ー
Sm 前 }  ( M 1) ( M 7 ) ( M 10 ) ( M 2 0 ) ( M 3 7 ) ( T 1) ( M 19 )  <M 1J 站  5 >  ( M 2 4 ) K M 4 2 )  ーー

表 9 近 代 的商 品 における販 売 と製 造 の営 業状 況

対物 信 用
電 気 ・時計 カメラ・機 械 ・

自転 車 販 亮 の 業 者 名

松 江一 松 江一松 江一
(M15) ( M30) ( M42)

対 物 信 用

蛆 就 存 松 江,
掲 載 年 (M5)

製 糸 の 業者 名

松 江一 松 江・ 那 賀一 能 義一
(M10} ¢M20) (M20) (M29)

2- 3
5- 7 0 .3- 0.5
10- 15 0 .1- 0,3
10- 15 1 2
10- 15 2 3
10- 15 1 2
10- 15 2 3 0.1- 0.3
10- 15 2 3 0.1- 0.3
10- 15 2 3 0.3-

1 2 0.3-
1 2 0.5- 1

1917 1- 2
1922 3- 5
1924 0.5- 1
1925 3- 5
1926 10- 15 5- 7
1927 10- 15 5- 7
1928 5- 7 5- 7
1930 2- 3 3- 5
1931 3- 5 3- 5
1932 1- 2 3- 5
1939 5- 7 5- 7

2- 3 3- 5 25- 30
5- 7 10- 15 30- 40
20- 25 20- 25 30- 40
20- 25 15- 20 25- 30
20- 25 25- 30
7- 10 10- 15 25- 30
7- 10 10- 15
10- 15 15- 20 1- 2
10- 15 15- 20 1- 2
7- 10 5- 7
30- 40 25- 30 2- 3

電 気 ・時計 カメラ・機 械 ・
自転 車 販 売 の 業者 名

松 江一 松 江一松 江一
(M15) ¢M30) (M42)

年商

坦 都 や 松 江・
掲 載 年 (M5)

製 糸 の 業者 名

松 江- 松 江一 那 賀- 能 義-
( M10) (M20) (M20) ( M29)
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価の上昇 を受 け 「対物信用」「年商」を一定程度拡大 していた。しか し, 製糸の 「対物信用」

以外 は飛躍的に拡大を示す業者 はな く, む しろ, 伝統的商品を扱 う業者 においても, 全期

間を通 じて穏やかな成長 を じていた とみ るべきだろ う。

小括

『帝国信用録』1917～39 年の 11 冊に記載 されてい る島根県内の事業者の様子をこれま

で整理 してきたが, 京都や東京, 大阪に比 して事業者の数 は圧倒的に少なかった。上述の

よ うに, 島根県内の事業者 は, 明治期 に最 も数多 く創業 し, その後 も 1939 年 まで継続す る

よ うな事業所が数多 く存在 した。 しか し, その事業規模 は小 さく, 資本力 も零細だった。

取扱商品は, 製造, 販売 とも伝統的な商品を扱 う者が多かった。業種では, 製造は販売の

半分の事業者数で, 「全国的には 日清戦後, 日露戦後の企業勃興 と第一次大戦中 • 後 のブー

ムを経て, 日本の工業化が急速に進み, 民間部門で も重化学工業が一定の発展 を示 し始め

た」 ( 日本経営史学会［2004］, 3 頁) 1894～1919 年 に, 島根県で も 500 以上の創業がみ ら

れたが (1897 年, 最多の 80 名) , そのほ とん どは工業化 とは無縁の伝統的な商品の販売や

製造だった。

第 2 節 出雲製織株式会社の株主

2- 1 資料の性格一出雲製織 (株) の 「営業報告書」

島根県簸川郡今市町 1900番地 に本社 を置いた出雲製織株式会社 (以下, 出雲製織 と略す)

は, 1 つの営業所 と 3 つの工場5をもった綿糸紡績並びに綿織物製造 と人造絹糸製造並びに

人絹織物製造を行 う企業である。同社は, 第一次世界大戦後の反動不況が始まる 1920 年創

業 にもかかわ らず, 1937 年 には 4,833 人 (創業時従業者数約 400 人) を雇用す る企業へ と

発展 し, 「戦前期 日本 にお ける従業者数上位 200 企業」(阿部［2002］) の中で第 60 位 に位置

す るまで成長 した企業である。

J-DAC (Japan Digital  Archives Center)企業史料統合デー タベースには, 同社の第 1 期

(1920年 11 月) ～第 41 期 (1940 年 11 月) の 「営業報告書」と第 41 期 にお ける定款が収

録 されてい る。 この 「営業報告書」 には, ①第 1 期～第 41期 の財務諸表, ②第 1 期～第

41 期の株主名簿 (但 し, 第 20 期 (1930 年 5 月) と第 33 期 (1936 年 11 月) ～第 40 期 (1940
年 5 月) は欠落) , ③営業 の概況, ④株式及び庶務, ⑤保険契約, ⑥財産 目録, ⑦損益金処

分案が記載 されている (従業員数 は記載無) 。 したがって, 同社 の経営状況や増資及び減資

な ど出資状況, 出資者 が特定できるために戦前期 にお ける企業の具体的な資金調達の状況

が把握できる。第 1 飾 で検討 したよ うに島根県の事業者は, そのほ とん どが僅かな資本で

創業 し, 年商において も注 目に値す るよ うな企業は少 なかった。 出雲製織の株主名簿を整

理す ることは, 工業化の遅れた出雲地方 において同社が, なぜ起業でき, 発展できていた

のか。企業の資金調達は一体 どのよ うな人々か ら供給 され ていたのかが明 らかになる。そ

の ことは, また, 地方 に立地す る企業の経済活動 を支 える仕組みを明 らかにす ることにも

なる。以下では同社 の創業者 と経営の概況を述べた後, 株主名簿か ら同社の株主の特徴 を

5 原 料 と用 具 の購入 及ぴ製 品販 売 を行 う営業所 (大 阪市束 区備 後 町 3 丁 目 8 番地 ) , 今 市 工場 (島根 県簸川 郡今 市町 1900

番 地 ) , 宋道 工場 ( 島根 県八 束郡 宏道 町宇 佐 々布 ) , 石 見人絹 工場 (島根 県美 濃郡 高津 町字須 子) 。
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述べ る。

2- 2 出雲製織の概要

2- 2- 1 創業者 と沿革&

同社創業者 の栄道政一郎は, 1876 年 (M9) に現在の出雲市塩冶町の旧家に生まれ, 島根

師範学校卒業後, 大津小学校 の教論 を経て東京蔵前高等工業学校機織科に入 り, 1906 年

(M39) に卒業す ると愛知県の一宮紡織 に入社 した。翌 1907 年 (M40) に, 地方財閥であ

る安川敬一郎の多角化の一環 として設立 された大阪織物合資会社 (資本金 30 万 円。以下,

大阪織物 と略す) の創 立に際 し請われて, 技師長 として同社 に入社 した7。 1910 年 (M43)

には農商務省 の海外実習生 としてイギ リスで ビロウ ド等高級織物技術 の研修 を した。

1919 年 (T8) には, 大阪織物 の工場長 として勤務す る傍 ら大阪帆布株式会社 を 自ら設立

した。 同時に, 同郷の四方 田保 (松江市雑賀 出身, 弁誰 士) , 遠藤嘉右衛 門 (簸川郡今市出

身, 関西電気化学社長 • 今市町長) , 横尾孝之亮8, 絲原武太郎 (仁多郡八川出身, 貴族院議

資料1 出養製鐵沿革

資科 : 山田肇編『央道政一郎傳』1940年より作成。

1920年 1月 創立( 資本金300万円, 6万株)
1922¢  5月 大阪帆布株式会社を合傍(資本金350万円)

12月 中央紡績株式金社を合併(資本金402万円) , 紡績機3,印0錘
1925年 5月 織機新設:(豊田式三巾織機304台, 二巾0 7j 台新設)
19" 年 1月 増資( 資本金600万円)

11月 紡績機, 簿機增設【紡機3菖錘・豊田式自動織機521台)
1928年 12月 陸軍披服本廠より軍用綿布指名入札辞可
1929年 5月 陸軍醐 工培指定

7月 海軍々用綿布原糸紡田供給開始
12月 舫績機增設(2菖健)

1930年 4月 大阪凱布エ塔閉鎖(大阪市都市計画による) で機械装置を今市工場へ移転
1931年 3月 減資(資本金360万円)
1932年 5月 舫績機増設(豊田最新式ハイドラフト舫機11,000錘)
1933年 10月 織機新設(豊田式自動織機294台) , 軍用綿布製道のため専用工場分離(織機400台)

12月 央道工場新設(豊田最新M ハイドラフト紡機50.400鍾)
1934年 7月 第1回海軍& 用綿布納入

12月 增資(資本金1.000S 円) , 人絹部新設(石見人絹工場創設)
1935年 2月 今市工場紡機増設(超ハイドラフト・カサブランカス式紡機16,叩0錘)

12月 石見人絹工場日産高6トン

1936年 4月 海軍購買名簿に登録
月 石見人絹工培增産開始( 目標: 人絹15トン, 人造繊維 トン) , 央道工場舫機増設開始

12月 人絹12トン生産, 今市工場紡機増設(超ハイドラフト・バンド式舫機3万錘)
1938年 6月 本社新築竣工

7月 新設央道工堤人鶴紡機28,912錘据付完了

印月 今市工場精紡機54.696錘を超サイドラフト・レザーバンド式に改造
12月 今市工場医局新築竣工

1939年 3月 増資(資本金2,000万円)
5月 央道政一郎死去・新設今市第5工場竣工・増設最新式紡機幻,404錘据付完了

1941年 4月 金華紡緒(株) , 日出紡績(株) ・和歌山紡績(株) とともに大和紡績(株) と合併

6 同社 と宏道 政 一郎 につ いて は出雲 ［1984］. 山 田［1940］, 出雲 ［1993］. 山陰 ［1983］に よる。 人物 につ い ては島 ［1938］

, 『帝 国信用録 』各版他 に よる。

7 大 阪織物 へ の きっか けは, 東京蔵 前 高等 工業学校機 織科在 学 中に村 け る大 阪紡績 ( 日本最初 の大規模 紡績 会社 で, 東

洋紡績株 式会社 の前身。綿 製 品輸入 防過 を企 図す る渋 沢栄一 の主 唱 に よ り, 華族 を中心 に政 商 , 綿 関係 商人 を加 えて 1882

年 5 月 に創 立。資本金 25 万 円) の工場 実習 で, 後 の大阪織物支配 人多 田成 政 と知 り合 った こ とに よる。大 阪織物 社長 は,

元 大阪府 興業顧 問 の平賀 義美 で, 同氏 を通 じて安川 敬一郎や 元 日銀理 事 ・元住 友理 事 • 大 阪織物 取締役 の河 上謹 一 な ど

「多数 の名 士 , 先 輩 , 知 人 が あ り, 且 つ其信頼 を得 て居 たJ ( 山 田［1940］, 84 頁) 。

8 『大 阪毎 日新 聞』 (人物伝 記 「関東 関西 の財 閥鳥瞰 」N 0.43 「商船 系 の飛 地 た る 日清汽船」 1923.2 .27- 1923 .9.2) にょ

れ ば, 「南洋誰 叢 拓殖 で は社長横 尾孝 之亮 と同 窓の関係 か ら親 交探 くその取締役 とな ってい る。横 尾 は異 に商売 敵の 内外

綿 会社 の支配 人た り又 タ タ, サ ンスの支配 人た り, 現今 は帝 国綿 花社 長 た るに拘 らず斯 く提携 してい るの は主 に この学

閥 の然 ら しめ る所 で あ る」 とあ る

(h t tp 7/ww w .l i b .k obe-u .ac,j p/das/Con t en tVi ewSer v let ?M ET AI D - 10086707& T YP E=H TML _FI L E & PO S= l & L AN G=

JA ) 〇
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員 • 松江銀行頭取) , 山田金右衛 門 (簸川郡今市出身, 酒造業 • 今市商工会会頭 ・県会議員)

と地方産業振興 を協議す る中で新会社設立を企図 し, 飯 国重之助 (簸川郡塩冶出身) が務

める興国物産会社内に新会社設立事務所 を, 今市町の遠藤邸 に出張所 を設置 した。そ して

出雲製織 の設立を実現 していった。

島根 で紡績企業を設立 したのは 「島根県地方は, 昔出雲か ら伯耆弓ヶ浜方面にかけて,

綿や手織木綿の産地 として世に知 られていた。掛かる関係か ら出雲地方の小学校 に於いて

は, 女児 の学科 として手機織 を裁縫 と共に教 え, 染色等の技術 も授 けて居った程で, この

方面知識 は相当進んだ ものがあった。併 し手織木綿 も機械工業に塵迫 されて次第に影 を没

し, 大聽 が農業一本立の土地である為め各農村子弟の缺剰労働 は相 当多かったので, 何 と

か地方 に大規模 の工場 を設置 して, 之等農村の子女に授産の道 を与へ ると共に地方産業を

開発 しよ うとす る一般識者 の馨が高かったJ ( 山田［1940］, 101 頁) ためである。同社沿革

を示 した資料 1 でみ るよ うに, 同社 は, 1920 年 (T9) 1 月に資本金 30 0 万円 (払込済資本

金91,641,475 円) で設立 され, 翌年 に発売 された 20 番手綿糸 「白魚」は, 山陰一体の需要

を殆 ど独 占す るよ うになった (出雲［1984］, 224 頁) 。

2 年後 の 1922 年 (T11) 5 月に大阪帆布株式会社 (資本金 350 万円) 伯を合併 しただけで

な く, 同年 12 月には中央紡績株式会社 (資本金 40 2 万円) を買収す ることによって, 紡績

機 5,000 錘で出発 した同社は僅かな期間で紡績機 8,100 錘所有の企業 となった。所有紡績

機数は 1923 年 (T12)下期 34,896 錘, 1928 年 (S3) 上期 68,448 錘, 1930 年 (S5) 下期 89,248
錘, 1932 年 (S7) 下期 100,448 錘, 1934 年 (S9) 上期 150,848 錘, 1935 年 (S10) 166,976

錘, 1938 年 (S13) 197,092 錘 と順調 に増設 し, 最終的には今市工場, 央道工場を合わせ

て約 177,092 錘 とな り, 人造絹糸紡績機 48,912 錘 と合わせ ると約 20 万錘の紡績機 をもつ

企業 となった。

出雲［1984］によれば, 1925 年頃 「機械工業界 一中で も紡機 ・織機 メーカーーは極 めて不

振で受注減, 契約解除が相次いでいた。この機 に実道社長は三井物産か ら持 ち込まれた 『代

金支払いは稼働収益 による年賦払い』の好条件で三百余台の織機 を購入, 三幅金 巾の製織

に着手, 『旗獅子』 (後 に 『六菱』) の商標 で好評 を得て同社 の代表製品」 を生み出 した。軍

需への進 出は, 央道政一郎が設立 した大阪帆布株式会社時代 のつなが りを活か した もので,

1928 年 (S3) の陸軍被服本廠 か ら一部軍用試験購買の指名 を受け, 翌 1929 年には陸軍調

弁工場の認定を受 けた" ° 1933 年 (S8) には, 哭道町に失道工場 を, 翌 1934 年 (S9) に

は, 県内石見地方の美濃郡高津町に人造絹糸工場 をもち 3 工場合わせ・て6,500 人の従業者

をもつ企業へ と成長 したが, 同社創業者の笑道政一郎が 1939 年 (S14) 5 月に病死す ると,

1941 年 (S16) 4 月には金華紡績 (株) , 日出紡績 (株) , 和歌 山紡績 (株) とともに大和

9 株 式 分割 払込 制度 ( 1890 年 商法第 167 条 , 1899 年 商法第 128 条 2 項) とは, 新規 の株 式発行 に伴 う初 回払 込額 は額

面 の 4 分 の 1 以上 と し, 未払 込部 分 につ い て は資金 需要 に応 じて適宜徴 収すれ ば よい制度 で, 1948 年 商法改正 まで継続

していた。 追加 払 込 に関 して, 1890 年 商 法 では時加や 徴収 方法 を定款 に定 め る必 要が あったが, 1899 年 商法 で は特段

の規 定 はな く, 経営側 の裁 量 に よ って徴 収 で きた。 また, 株 主が追加 徴収 に応 じない場合 は, 株 主権利 を失権 し, 会杜

はその株 式 を競 売す る こ とがで きた (斎藤 ［2006］) 。

10 同社 につ いて は, 以 下の資料 が あ る。法政 大学大原社 会 問題研 究所 ［大柄 デ ジ タル アーカイ ブス］協調会史料 イ ンデ ッ

クス 17 「出雲製織株 式 会社 大阪帆布 工場 労働 争議 ノ件 大 阪, 1929 年 3 月 27 日」

h t t p ://ooh ar a .mt .t ama.h osei .ac.j p/k yoch o/l i st l 7.h t m l。

11 1939 年 5 月 5 日付 「工場監督 実施 の概 況の件 報告」 で は 日新染布株 式会社 , 伊 藤染 工場 , 濱野 商事株 式会 社, 天満

織 物株 式会社 , 和 歌 山紡績株 式 会社 , 正織株 式会社 , 中越 製布株 式会社 とともに出雲製織 が昭和 13 年 陸達第 四号軍需 品
工場 と して報告 され て い る (国 立公文 書館 アジア歴 史資料セ ンター

h t t p ://w ww .j acar .go.j p/ si r yo/ i ch i r an/B_M 0 1/m 4420.h t m l ｝。
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紡績株式会社 (公称資本金 8,600 万円, 払込資本金 5,400 万円) に統合炒され, 出雲製織は

消滅す ることとなった。

2- 2- 2 出雲製織の業績

同社業績推移 を示 した図 3 で見 るよ うに, 第 1 期 ! 921年上期売上高は, 製糸 ! 22,946

円, 他 16,376 円の合計 139,322 円だった。第 5 期 1922 年下期売上高は, 製糸 ! ,258,150

円, 製布 176,755 円, 他 213,488 円の合計 1,648,354 円 となった。大阪帆布株式会社, 中

央紡績株式会社 を合併 した ことで約 11倍 もの売上高 となっていたのである。 1927 年 の金

融恐慌時では 1 割程度の減少 をみたが, 以後順調 に業績 を伸 ば して第 18 期 1929 年上期に

は ピー クの売上高 5,606,173 円 (製糸 3,079,336 円, 製布 2,066,955 円, 他 459,882 円) と

なった。その後の 1930～31年 の昭和恐慌では, 1,081,913 円 (第 20 期 1930 年上期) と前

年 よ りも 8 割近 く売上高は落 ち込んだ。慢性的不況の中で も同社は第 28 期 1934 年上期以

降回復傾 向 とな り, 第 18期の ピー クには及ばない ものの第 36期 1938年上期には 4,945,240

円の売上高まで回復 した。 このよ うな恐慌時には, 資本金 の 4 割減資 (1931 年上期) を決

め, 経営の立て直 しを図った。第 27 期 1933 年下期 には, 日本興業銀行引受 けの社債 300

万円を発行 し, 同年 12 月に完成 した宋道工場 を建設す る等積極的な経営 を進 めた。 この社

價発行までの期 間, 新工場

建設工事の費用は, 松江銀

行 (絲原武太郎頭取) か ら

の融資によって支 えられて

いた。

地方産業振興 を 目的に実

道政一郎や郷土の有志 によ

って設立 された出雲製織の

経営を支 えていたのは, 絲

原武太郎 を始 め とす る郷土

の有力者・たちであったが,

以下では, 同社 の株主名簿

を整理 し, 同社の経営 を支

える人々14を詳 しく検討 し

図3 出雲製織業績推移

よ" 做 統 "
12 大粕紡績 (株 ) 設 立 は, 1940 年 大 日本 紡績 連合会 が国策 に沿 って決 定 した 「企 業統合 要綱」 に即応 した もので ある

( ダイ ワボ ウホール デ ィ ングス株 式会社 , 第 102 期 「有価 証券報 告書」2013 年 3 月) 。 1937 年 (S12) 7 月, 日中戦争

勃発 に よって , I・臨時資金調整 法」, 「輸 出入 品等 臨時措 置法」が 同年 9 月 に施行 され企業活動 に対す る国家統制 化 が始 ま

った。綿 紡績 業 は, 原 料綿 花 の量的制 限 を受 け多 くの企 業が操業短縮 を余儀 な くされ た。 さらに, 1940 年 12 月 堰 済

新 体制確 立要 綱」制 定 を うけ大 日本紡績 連 合会 が解 散 , 綿 ス フ統制 会 が誕生 し, 企 業整備 統合 が進 め られ た。

13 大 門 ［2000］は , 中村 ［1979］に よ る大 地 主の株 式 投 資 につ いて整理 した上 で, 中村 ［1979］の主 張す る 日露戦 後 で は鉄

道 ・電力 ・石 油等 の産業 部 門 に授 下先 が変化 した とい う 「地 主経 済 が 日本 資本 主義 の構造 的一環 に組 み 込 まれ た」点 に

つ い て, 日清 ・日露 戦争 期 と第一 次世界 大戦期 以降 で は, 若 干 異 な る こ とを主張す る。 大 門［2000］は, 日清 • 日露戦争

期 の段 階 にお いて は大地 主 の株 式投 資 は何 よ りも地方経 済 に注 がれ て いた。 つ ま り, 地主経済 は地方経 済 を媒 介 に して

日本 資本 主義 に組 み込 まれ た とす る。 第一 次世 界大戦細 以降 で は, 大地 主 の株 式投 資 は 中央株 と結 び っ くよ うにな り,

この段 階 での地 主経 済 は 中村 ［1979j の主 張 に沿 ってい る とす る。

14 1880 年代 後 半か ら 1940 年 頃 まで の 日本の産業革命堀 を 中心 と して企 業金融 の形成 を分析 した石 井 ［2010］ (267-270

頁) に よれ ば, 綿 糸紡績 業 は 「1890 年 には 自己資本 に よって固定資産 に要す る資金 を十分賄 えたが, 紡績業 の確 立期 た

る 1899 年 には 自己資本 の不足 が 目立 ち, 長期負債 (社債+借入金 ) ばか りか, 短 期負債 ( 当座 借越+約 束手形) に も頼

ってい る。 …5 大紡績 会社 とい え ども, 産 業革命 期 を通ず る成長 過程 におい ては, 設備 投 資資金 の調 達 のた め に銀行 か

ら借 入金 を仰 ぐこ とが しば しば あった」 とす る。 また, 多額 の 固定投資 の大部分 が株式形 熊 に よって調 達 され た企業 の

場 合 , 村 上 ［1970］の研 究 を引用 して 「1898 年 当時 の重要株 主 の職業 は, 紡績 会社 重役 と綿 糸 , 綿 布 商 人が双璧 をな し,
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よ う。

2- 3 株主構造の特徴 と株主の状況

2 -  3- 1株主構造

同社 「営業報告書」 (第 1～41 期, 但 し第 20, 33～40 期は欠) に記載 されている株主名

簿に一度で も名前があった株主の数は 3,483 名だった。1株 50 円, 募集株式数 3,000 株,

申込株数 10 株以上, 申込証拠金 2 円 50 銭/1株, 第 ］. 回払込金 12 円 50 銭/1株 (証拠金 を

含) の条件 での同社設立時の株式募集 には 26 倍 の申し込みがあった僅とされ るが, 同社 の

株主の推移 を示 した表 10 よれば, 第 ］期 (1920 年 (T9) 11 月 30 日現在) は 563 名の株

主, 出資総額 57,267 円, 1株 当 り単価 23.7 円となる。 1 株 50 円での募集 であったが, 実

際に振込まれた金額 はその 47%の 23.7 円頂だった。第 41 期 には 1,975 名 の株主, 出資総

額 399,990 円, 1 株 当 り単価 31.3 円と, 株主数では約 3 倍, 出資総額で 7 倍 となっていた。

株主総数の 2 割前後だった 100 株以上所有株主の出資額は, 出資総額の 9 割前後 を占め

ていた。一方で, 5 株以下所有株主の様子 を表 10 でみ ると, 株主数では, 第 22 期までは

全株主の 40%前後 占めていたが, 出資額では出資総額の 1 割以下にす ぎなかった。 同社 の

株主構造は, 100 株以上所有す る約 2 割の大株主, 4 割前後の零細株主, その中間の 4 割前

後の少数株主で構成 されていた。

2- 3- 2 株主の状況

表 10 をよれ ば, 毎期 における全株主に占める新規株主の割合 は平均 2.8～4.5%, 消滅株

主の割合は平均 3.7- 6.0%だった。第 14 期増資時には 36.9%が新規株主で, 第 30 期増資

時にも 40.2%の新規株主が生まれていた。多 くの新規株主が誕生 した背景には, 同社の高

い配 当率 (/ 当期純利益) がある。配 当率 (/ 当期純利益) は, 出雲製織業績推移 を示 した図

3 でみ るよ うに, 1921 年下期 50.25%, 1922 年下期 83.7%, 1926 年下期 87.08%, 1927

年下期 96.69%, 1931 年下期 64.7%, 1936 年上期 36.12%, 1940 年下期 32.9% と後期 に

なるほ ど低下 してい くが, 1927 年上期 の増資時は, 同社の利益の 9 割前後 を配 当金 に充当

していた。 この よ うな高配 当であれば こそ, 有利 な投資先 として島根 内外 の新規の株主を

獲得できたのである。また, 1930- 31 年 の昭和恐慌時における減資時 (第 22 期) では株

主の 25%が株式 を処分 していた。以下では, 株主の地域, 保有期 間を検討す る。

①地域別

地域別では, 茨城, 栃木, 岩手, 青森, 秋 田, 群馬, 沖縄, 埼玉, 長野, 北海道, 山形,

山梨県を除 く 35 の府県に満州等 中国国内 2 地域, 台湾, 朝鮮が加 わった合計 40 地域 に株

主が存在 していた。表 11 は, 地域別株主数 を示 している。第 1 期募集 では, 株主数上位 5
地域は島根 (37.1%) , 大阪 (34.6%) , 福 岡, 兵庫, 奈 良であったものが, 第 14 期の増資

大地 主 は少 ない こ と, 重要株 主 の圧倒 的大部 分 は本 社所在府 県 内の都 市 に居住 して い る こ と」 を指摘 す る。 まfc 1898
年 当時 60 社 の株 主 の うち所得税 が判 明す る 2756 名 の所 得 平均 が 3340 円だ った こ とや , 1063 名 が 300～ 1000 円 の下

位 階層 に属 して いた こ とを指摘 した鈴 木他 ［2004］の研 究 を引用 し !・所 得 300 円以上 とい う所得税 納入者 は, 全戸数 の 2%

に過 ぎず , 株 式投 資 を行 ってい る者 は, そ の一部 に と どま るこ とが留意 され な けれ ばな らない。1901 年 の大阪 • 京都 一

神 戸 • 名 古屋 4 市 の所 得税 納入 商 工業者 2 万 7496 名 の うち, 株 式公債 所 有者 は 9017 名 と 3 分 の 1 に過 ぎない」 と指
摘 して い る。本稿 は, この よ うな先行研 究が着 目す る株 主 の所 得や , 企 業金融 とい った視 点で は十分 に分析 で きてお ら

ず , 今 後 の課題 と した い。

15 出雲 ［1984］に記載 の 「山陰新 聞」 大正 8 年 11 月 10 日付 に よ る (222 頁) 。

16 島根 県 ［1974］に よれ ば, 1920 年 米 卸売価 搭 は, 40 .4 1 円で あ る。 1 株 23.7 円は米 卸売価 格 の約 4 割 前後 の価格 とな

る。 したが って , 1 株 とい え ども投 資額 と して は大 きい と思 え る。
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時 には, 島根 (62.4%) , 大阪 (19.9%) , 福岡, 兵庫, 鳥取 となった. 第 30 期の増資時 も

新 たに東京が加 わったが, 島根, 大阪の上位 に変化 はなかった。第 41 期になると上位 5 地

域 は島根 (41.2%) , 大阪 (19.8%) , 兵庫, 広島, 岡山だった。出資額 にかかわ らず に株主

の地域 をみれ ば, 島根 と大阪で全株主の半数以上 を占めていた◎特に第 14期 の増資時には,

島根の人々が設立時に増 して同社 の増資に応 じていた ことがわかる。

襄 10 出 覆 製 様 の 株 主  ( 欺 也 : 株 , 人 )

5 抹 所 有 以 下 株 主 散

全 休: 1也!株 以 上 所 看 株 生

資 料 : 出 雲 製 織 「営 業 報 告 書 J各 期 より作 成 。

注 , 新 規 株 主 , 消 滅 株 主 掘 の % 両 株 主 ポ 全 体 に 占 め る割 合 を示 す , ① は 第 1̃ U 用 胸 平 均 , ② は 第 15 ～ 2 1期 間 平 凱 ③ は » 23 - 29 期 聞 平 均 ’

期

出 資 総 額

(1)

1蛛 当

た り単
価

(円 )

株 主

敷 ⑵

1株
生 当

リ株
W

新 規 株 主 散

( % )

調 滅 株 主 敷

( % }
1株 2株 3株 4株 5抹

小 計
(3)

⑶ / ⑵

( W )

抹 主  ¢4 )/ (2)

散 (4 ) ( % )
出 輝 ⑸ 源 °

1株 主

当 り株

敷

1 1920年 下 5 7.26 7 23 .7 563 102 1 8 9 5 6 4 1 2 5 2 12 37.7 12 9 22.9 49 ,964 87.2 3A7

2 1921年 上 54 ,87 2 2 7.3 562 9 8 27 2 8 2 9 0 5 7 4 0 2 7 2 1 6 38.4 13 1 23.3 47 .99 1 87.5 3 66

3 1921年 下 5 9,850 2 5.1 55 1 10 9 30 4 1 2 9 0 6 0 4 0 2 6 2 18 跡 1 15 20.9 52 ,62B 3 7.9 4 58

4 1922年 上 70 ,160 3 7.4 565 124 49 3 5 2 8 7 5 6 3 7 2 6 2 0 B 36.8 127 22.5 62 .54G 8 9. 1 432

5 1922年 下 69,90 4 3 7.6 56 7 12 3 19 17 2 8 7 5 6 4 0 2 7 2 1 2 37.4 127 22.4 6 2,448 8 9.3 492

β 1923年 史 60 ,2 98 4 7.6 575 140 24 16 3 S B 5 5 3 8 2 7 2 1 1 36.7 12& 22.3 7 2,8 10 90 .4 5 67

7 1923年 下 8 0,30 0 4 7.6 57 5 140 9 g 2 8 9 5 4 3 7 2 7 2 0 9 35.3 13 1 22.S 72 .720 90 .6 5 55

8 1924年 土 B0.30 0 4 7.0 5 7fi 13 9 1 1 S 2 8 9 5 4 3 7 2 7 2 0 9 352 13 1 22.7 72.620 90 .4 554

9 1924年 下 £ 0,2 96 4 7.6 5 77 13 9 4 5 2 8 9 5 4 3 6 2 7 2 0 8 36.0 132 22.9 7 2,740 50 .6 551

10 1925年 上 80,2 90 4 7.6 5 B1 13 8 14 10 2 8 9 5 4 3 7 2 3 2 10 36.1 129 22.2 72.430 釦 .3 562

11 1925年下 80,30 0 4 7.6 60 7 13 2 4 2 16 5 9 1 5 3 3 6 2 8 2 1 3 35.1 136 22.4 7 1.9 65 fi 9 ,6 529

12 1928年 上 80,3 00 4 7.4 62 1 12 9 3 6 ① 22 ① 6 8 8 4 7 3 6 2 8 2 0 5 33.0 14 1 22.7 7 1.3B5 6 8.9 50 6

13 192B^ T 82,6 00 4 8.7 624 13 2 55 4 .5 52 3 .7 6 8 7 4 5 34 2 7 19 9 315 144 23- 1 73,2 52 8 8.7 509

14 1927年 上 119.9 40 4 1.8 945 12 7 3 49 3 6 .9 28 3 .0 1 6 17 0 7 0 3 0 9 9 3 8 5 40.7 172 18.2 10 7,9 10 9 0,0 627

15 1927站 下 120,7 75 4 9.7 927 13 0 3D 48 1 8 16 7 6 8 2 9 9 3 3 7 5 405 172 18.6 10 8 ,9 25 90.2 633

16 1928年上 120 ,0 00 50.0 937 12a 50 40 2 1 1 6 5 6 8 2 8 9 1 3 7 3 17 6 18.8 10 7 ,7 80 8 9.8 6 12

17 1928年下 120 ,0 00 50.0 9 13 13 1 22 46 18 1 6 0 6 4 2 8 8 4 3 5 4 38B 17 7 19.4 10 3 ,111 90.1 6 11

18 1929詳上 120 .0 00 50.0 889 135 18 42 1 8 1 5 5 6 1 2 B 7 8 3 4 0 3咬 17 1 19.2 I d 8 ,1 19 90.1 632

19 1929¢  下 120 ,0 00 50.0 88 1 13 B 1& ② 26 ② 18 15 3 6 1 2 9 7 9 3 4 0 38.6 166 18.8 10 7 ,920 89.9 650

2 1 19的 年上 119 ,99B 50.0 872 13B 14 2 .8 23 4 , 1 17 14 5 6 2 2 9 7 6 3 2 9 37.7 169 19.4 1Q8 ,0 11 90.0 639

22 1930年 下 72 ,4 0 1 49.7 7 1¢ 10 1 23 3 .2 179 2 5 .0 3 1 2 1 5 2 1 4 1 9 0 26.5 64 11.7 59 ,四  9 82.7 7 12

23 叫31年上 72 ,0 10 50 .0 7 13 10 1 B 1 1 3 1 3 1 5 5 1 0 1 9 0 26.6 B2 11.5 59 ,577 82.7 727

24 拍31年 下 7 1,900 50 .1 B87 10 5 14 40 3 0 4 14 6 1 0 1 8 1 26.3 S6 12.5 60 .4 12 84.0 702

25 1932年 上 7 2.00 Q 50 .0 675 10 7 10 22 3 0 4 14 5 1 0 1 8 0 26.7 83 12.3 00 .63 1 84,2 730

26 1932却 下 7 1.0 0 2 50 .7 67 6 10 5 23 22 3 0 5 14 5 1 1 1 &2 26.9 89 13.2 59 ,8 16 84.2 672

27 1933年 上 7 2.00 0 50 .0 67 1 10 7 19 24 3 4 5 14 2 1 0 1 8 2 27.1 96 14.3 6 1,285 8 5.1 63B

28 1933年 下 7 1,9 90 50 .Q 66 6 10 8 3 B ③ 4 3 ③ 3 4 5 1 3 8 1 1 17 9 26.9 111 16.7 G1J GS 8 5.8 5 5&

29 将34年 上 72.0 38 50 .0 628 115 7 5 4 .1 113 6 .0 2 7 8 1 14 1 1 15 1 24.0 126 20.1 6 2,80 9 8 7.2 4SB

30 1934年 下 20 0,10 9 2 6.0 9S6 20 3 39 6 4 0 .2 3 8 3 .9 2 2 1 3 8 6 4 2 7 19 2 7 0 27.4 2 05 20.8 1B6,5BB 9 3.2 9 10

31 19詰 年 上 199,20 0 2 6.1 1,0 14 19 6 15 3 125 1 7 1 0 7 6 6 2 7 19 2 3 6 233 2 11 20.6 164 .0 53 9 2.4 6 72

32 1935年 下 20 0,199 2 6.0 1.0 14 15 7 1 1 1 7 1 0 9 6 4 2 7 1 9 2 3 6 233 2 11 20,& 18 5.0 54 9 2.4 6 77

4 1 194a年下 3 99,9 90 3 1.3 1,9 75 20 3 1,4 62 50 1 7 2 3 1 0 14 7 6 1 3.1 52 1 2 6.4 3 52.88 8 B8.2 677

裏 11 期 域 別株 主 致 (単 位 : 人 )
第 1期 第 14 昭 ゆ 期 算 30 期 算 4 1期

1～5 IM i ̃ $ 1» l **5 t oo t oo 1"*5 100
株所 株以 w a 株以 株所 株以 株所 株以 株所 棟以

全体 H 有株 外 上所 H 全休 H » »  H 上所 H 金弥 刊 上所 Vi W 看株 % 上所 H 先棒 % 上所 的
地域 至 * ft 主 者株 主 書株 主 有株 主 者株

島根 209 37.1 119 58.1 28 21.7 590 614 302 m 65 3Z8 549 610 255 洒 72 416 3S7 恥 113 TU 51 40$ 814 41J 39 6Z9 166 31$
大配 195 小 42 I B£ 60 做 1BB 1SJ 4 1 W5 54 31.4 163 18.7 36 108 47 278 13 1 2Q9 15 « 44 345 391 1叫 7 11J 122 235

兵J* 32 5.7 7 33 8 M 34 皿 a z.1 10 53 1 3 1 〇J 0 2? 心 3 2.0 9 5.1 158 M 2 3J 69 135

m a 1 〇3 1 OS 0 1 0.1 1 〇3 0 19 U 3 09 11 BJ 0 0 0 122 82 ! 仰 27 52

岡山 4 0.7 2 05 1 OS 12 1-3 5 1コ 0 2 02 1 03 1 W 8 1J 2 u 0 53 む 0 11 2.1
狗! ¦(山 4 0.7 2 g 1 g 4 0-4 2 05 1 0J 34 35 3 09 13 7.7 1 QW □ 〇〇 1 03 4 7 W 0 7 は
島¢1 2 04 2 QS 0 I B * ¦ 5 3B 0 3 03 1 心 13 1 » 9 59 0 4 7 i A 6 9.) 4
三・ 1 03 0 1 g 1 0.1 0 1 a s 1 0.1 0 1 02 0 0 44 理 0 9 1.7

車京 3 2 仙 D W  1-9 3 〇B 11 山 11 U 5 i -S 20 3N 2 は 11 B-7 4 1 2-1 1 1.8 28 S4
35 収 2 09 12 皿 37 I S 2 05 14 &1 3 1 3.6 7 如 8 4.7 16 2S 2 14 2 U 30 15 1 1.& 11 2.1

京幅 8 1.4 1 (X5 3 2コ 13 14 6 15 ¦ 0.B 13 U 1 ] 〇 5A 4 0J 2 催 1 〇£ 27 u 1 L8 6 12

山口 2 CM 1 山 1 g 2 02 1 03 1 0J 4 05 1 03 1 016 1 0J 0 1 25 13 0 7 1J3
耆川 2 04 0 t  0J 2 02 0 1 0J 1 0.1 0 Q 00 1 0J 0 0 24 12 0 3 0.B

22 3£ W  4.7 5 3 03 1 g 0 i d i d 5 15 1 06 3 05 2 “ 0 20 1J0 1 1あ 3 0.6

m w 18 3J 頂 I 5 0 1 Q.1 1 03 0 16 13 2S 0 0 0 0 20 m 0 7
fes 0 0 0 0 0 0 0 g 0 0 0 0 0 16 0J3 0 5 1J0
的 10 13 5 M 0 14 15 1 03 10 5£ 5 〇£ 2 〇£ 1 0.6 B 1ユ 1 0.7 5 4D 15 〇3 ! 皿 7 u
相丼 0 0 0 0 0 Q a od 0 0 0 g 0 {] 14 0.7 0 2 0.4

13 2J u 7 M 4 M 1 03 1 1 0.1 0 0 3 焚 1 〇•? 0 12 也 2 32 4 M
石川 0 0 0 0 0 0 〇 0J) 0 Q 1 02 0 0 9 0J 0 0 〇J〇

モの他 2 04 0 1 0-& 3 0J3 0 00 2 U 8 as 0 4 23 3 0£ 0 1 03 45 2J 0 22 «

• ー含針 563 l oo 212 i M 129 100 945 100 390 100 172 100 872 100 334 100 169 100 628 100 1S2 100 12& 1〇〇 1974 100 62 100 520 100

貴料 : 出胃aut r営¦ ms告・」各期より̂ 成・
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1～5 株所有の零細株 主 と 100 株以上所有の大株主での株主の地域の違いを同 じく表 11

でみ ると, 第 1 期では零細株主の 56.1%は島根 であるのに対 し大阪は 19.8%, 100 株以上

所有の大株主では, 島根 21.7%であるのに対 し大阪は 46.5%で, 圧倒的に大阪の出資者が

出資額 で大きな位置 を占めていた。 しか し, このよ うな傾 向は, 第 14 期 になると変化 して

くる。零細株主の中で大多数が島根 である点は変わ らないが, 100 株以上所有株主数 では大

阪 を上回 るよ うになったのである。 島根 の 100 株 以上所有株主 の割合 は 31.9% と大阪

23.5% よ りも 8 ポイ ン トも高 くなっていた。 同時に, 出資者 の地域 は分散 し, 広範 囲の地

域 に株 主が広がっていた。

②保有期間

保有期 間では, 第 1期か ら第 41期 まで連続 して保有 していた株 主は 121.名 (3.5%) , 20

～31期 間保有株 主は 341 名 (9.8%) , 10～19 期保有株主は 415 名 (11.9%) , 2～9 期保有

株主は 1,015 名 (29.1%) で 1期分 しか保有 していない株 主は 1,591 名 (45.7%) だった。

累計 3,483 名 の株主の内 1割以上 (462 名) は 10 年以上 (20 期以上) 保有の安定的な株主

であったが, 約 7.5 割 は 5 年未満 (1～9 期) とい う短期的な保有の株主だった。

3- 2- 3 株主の属性

では, 出雲製織 に一度で も投資を した株主 3,483 名 はいったい どの様 な人々であったの

か。本稿 では, 島［1938］, 石塚［200］, 出雲［1984］. 出雲 ［1993］. 島根 ［1910］, 島根［1908］,

帝国興信所 ［1935, 1956, 1927, 1928, 1930, 1932, 1939］. 山田［1940］. 人物評論社 ［1932］

商業興信所 ［1919］との名簿 と照合す ることで株主の属性 を探 ることに努 めた。その結果,

777 名 (22.3%) を特定できた。

表 ! 2 は, 777名 の属性 を次の 12 に分類 して島根, 大阪等 28 地域別 に示 したものである。

12 分類 とは, ① 自社ない しは複数企業の代表者や取締役, 監査役な ど役員等 に従事す る者

と資産家 を 「会社役員」, ②製造 ・販売等商店や工場の事業主を 「事業者」, ③ 出雲製織 の

取引先 の可能性 もあ り得 るが, 同社 「営業報告書」では特定できないために事業者 の中で

も特に繊維に関係す る事業主 を 「繊維 関係事業者」, ④1行 ない しは複数銀行の役員 と貸金 ・

質の事業者 を 「銀行 ・金融」, ⑤ 「出雲製織発起人」, ⑥県市町村, 国等の議員 と商工会議

所役員 を 「議員等経験者」, ⑦ 出雲製織の取締役 • 監査役経験者 と同社社員 を 「出雲製織役

員 ・社員」, ⑧株式証券取引業者 • 証券会社の事業主及び従業者 を 「証券 • 株式販売」, ⑨

保険会社 の事業主及び従業者, 仲介業者 を 「保険」, ⑩哭道政一郎の家族及び親族 を 「哭道

家」, ⑪宏道政一郎の友人, 同氏の東京, 大阪, 愛知時代 の同窓生や海外実習生を 「友人」,

⑫それ以外 を 「その他」 とした。①～⑦ は, 属性 において重なる場合が大半であったが,

株主の特徴 をみ るために敢 えて区分 した。その場合, 例 えば, 複数企業の役職 であって も

銀行 を含む場合には, 「銀行 • 金融」, 議員経験 を含む場合 には 「議員等経験者」, 出雲製織

発起人 を含む場合 には 「出雲製織発起人」 とい うよ うに分類 した点を断ってお く。

表 12 でみ るよ うに島根では, 「事業者」が最 も多 く, ここでは詳細な地域 を示 してはい

ないが, 同社立地の簸川地域 の事業者 が数多 く株主 となっていた。以下では, 島根 の各株

主の保有の特徴 と島根以外の特徴 をみてみ よ う。

① 島根 「会社役員」

43 名 の 「会社役員」では, (株) 出雲館製糸所取締役 の山根恒三郎, 邑智電気 (株) 取

締役の 田中重信 といった企業の取締役等である。 また, 雲陽実業銀行(株) 監査役, 出雲電

気(株) • 関西電気化学(株) • 出雲製糸(株) 取締役の江角常太郎 (簸川郡出東出身) は, 松江
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銀行取締役 • 県会議員だった江角興義 (簸川大津出身, 県多額納税者) の養父であった。

このよ うな人々が出雲製織の株主に名 を連ねていた。しか し, 江角常太郎は 5～25 株所有,

田中重信 は 5 株所有, 山根恒三郎は 50 株所有 とい うよ うに小数株保有の株主で, 100 株保

有す るとい う大株主は少なかった。第 1 期か ら第 41 期 まで 1 期で も 100 株以上保有の大株

主は 16 名 (37.2%) だった。保有期間では, 3～6 株保有者 1 名が全期間保有 してお り, そ

れ以外は, 比較的短期保有の株主だった。

② 島根 「議員等経験者」

50 名 の 「議員等経験者」は, 元商工大臣の桜 内幸雄 (能義郡広瀬 出身, 出雲電気 (株)

取締役社長) を始め, 簸川郡平 田町長の石橋正彦, 簸川郡 出東村長 の植 田元確や簸川郡久

木村長の三代芳夫や簸川今市商工会等の議員等である。 1 期で も 100 株以上保有の株主は

11 名 (20%) で, 多 くは 2～60 株程度の保有 に留まっていた。元商工大臣の桜内幸雄 は,

同社設立時には株主 となってお らず, 第 29 期以降に 3,400 株保有の株主になったが, 同社

設立における支援者 であるとい う意味で, 多 くの出資者 を募 る上で寄与 した と思われ る。

③ 島根 「銀行 ・金融」

45 名 の 「銀行 • 金融」では, (株) 平 田銀行 ・一畑軽便鉄道 (株) 取締役 の角常三郎が

100 株 を, (株) 簸川銀行監査役 で素封家である森 山金一の父の森 山嘉太郎が 100 株 を第 1

期 に所有 し, 同社の設立に寄与 した。 1 期で も 100 株以上を所有 していた株 主は, 約 4 割

の 18 名 だった。

④ 島根 「事業者」

136 名 の 「事業者」では 1 期でも 100 株以上 を所有 していた株主は 17 名 (12.5%) だけ

で, それ以外の株主は, 1～5 株 の零細株主や 100 株以下の少数株主 として存在 していた。

投資時期 も設立当初か ら保有す る者 は 9 名のみで, 大半の株 主は第 14 期の増資時に投資 し

た者 だった。

⑤ 島根 「繊維関係事業者」

48 名 の 「繊維関係事業者」では, 100 株以上所有者 は 7 名 (15%) だけで, 全期保有 し

ていた 3 名 は 2～12 株 の零細及び少数株 主である。

「繊維 関係事業者」の中で も, 今岡政 四郎 (今市町豪商和泉屋野分家) は, 第 14 期 に 10

株 を所有 し第 41 期 には 1,020 株 の大株主 となったが, 出雲［1993］ (621 頁) によれば, 「出

襄製織(株)が創業 され ると, これ と手を結ぶ ことによって今 岡政四郎商店 を創業 (1921 年)

し, 現在 のや くもわた (株) の隆盛の始祖 となった」 とされている。

また, 浅尾 製綿 工場 を事例 に出雲製 織 の在 地 の諸 産 業へ の影 響 を述 べ た石 塚 ［2003］
(855-856 M) によれ ば, 「出雲製織株式会社が創設 されたので, 浅尾は早速その落綿の仕

入れ指定業者 となった。 ..•浅尾 に とってはこの出雲製織 とのつなが りが飛躍の契機 であっ

た といわれてい る。以来浅尾 は出雲製織 と歩み を ともに して きた。設備 と次 々 と更新 し,

一方では落綿 問屋 としても発展 し, 京阪 ・山陽方面へ も進 出 した。大正十年 には原料倉庫

二棟 を新築 し, 昭和二年には工場二棟 , 三年 には原料倉庫一棟 を増築, 十三年 には晒工場

新築, 十 四年 にはまた原料倉庫, 十五年 には原料振工場 を新築 した」 とす る。 この事例の

浅尾虎之助 は, 出雲商工会議所発足 当初 の理事で もあったが, 第 11～13 期 に 50 株 を保有

してい るにす ぎなかった。

⑥ 島根 「出雲製織発起人」

山田t1940］(108-109 頁) によれば, 同書 に出雲製織発起人兼賛同者 の氏名 が記載 されて
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いる 48 名以外 に 273 名 の発起人兼賛同者がいた とす る。同書に氏名 の記載 されている者比

の内, 株 主名簿で確認できたのは島根では i o 名 だった。家族の氏名で株主 となっている場

合が考 え られ るが, 資料的制約か ら確認 はできていない。

設立 当初か ら株主だったのは, 素封家の山本厚太郎(化粧品石験卸, (株) 和栗銀行 ・(株)

簸川銀行 ・山陰道産業 (株) 取締役, 簸上鉄道 (株) 監査役)が 2,000 株所有, 簸川郡平 田

出身の大谷彌吉 (金庫貸金業, 前一畑電鉄社長, 島根観光協会副会長) が 570 株所有, 今

市町町長 の遠藤嘉右衛 門宜が 2,000 株 を所有 していた。前述の織原武太郎 (出雲電気株式会

社取締役社長, 松江銀行頭取) は 300 株 を所有 し, 第 15 期以降 5,000 株 の大株主 となって

いた。各々は, 出雲製織発起人 として大量の株式 を長期 に保有 していた。

⑦ 島根 「出雲製織役員 ・社員」

16 名 の 「出雲製織役員 • 社員」では, 出雲製織役員 として取締役 の山田金右衛門 (旅館

料理, 今市町商工会長, 県会議員等多数。第 6 期以降株主) と取締役 の多 田秀 (大阪織物

会社支配人多田成政の実弟。第 30 期以降株主) , 監査役 の森 山茂太郎 (今市町町長今市町

長, 簸川 田儀 田儀村長, 県会議員。第 14 - 15 期株主) が株主だった。 出塁製織社員では,

藤川閨三郎 (平 田羽二重会社元技士) が第 1 期 か ら 100 株 の株主 (最大 280 株) とな り,

第 32 期まで長期 に保有す る安定的な株主だった。それ以外は, 第 30 期以降か ら株主 とな

った者 である。 中には, 他社 (倉敷紡績) か ら技術者 を獲得 し同社 の中核的技術者 として

同時に株主 となった者 も存在 した。

⑧ 島根 「証券 • 株式売買」, 「保険」

10 名 の 「証券 • 株式売買」では, 出塁製織設立当初 に株主 となっている者はほとん どな

< . また 1名 を除いて 3～60 株保有の株主である。3 名 の 「保険」の内, 2 名 は同社 との取

引関係 か ら株主 となった者である。

⑨ 島根 「央道家」, 「友人」, 「その他」

「央道家」は創業者の央道政一郎が筆頭株主 として第 1 期 には 6,000 株, 最高 29,436 株

(第 30 期) だった。専務で政一郎の養子である哭道寛一 も第 4 期に 450 株 の株主 とな り,

第 41 期 には 70,000 の株主 となって同社の経営 を支 えていた。 「友人」, 「その他」では,

設立当初 に株主 となった者は 3 名だった。

3- 2- 4 その他の地域

①大阪

創業者央道政一郎が最初 に起業 した大阪では, 多数 を占めていたのは 「繊維関係事業者」

50 名, 「会社役員」48 名 , 「事業者」44 名 だったが, 「出雲製織発起人」10 名, 「出雲製織

役員 ・社員」3 名, 「友人」7 名 がいる点が特徴的である。 出雲製織発起人では, 渋川忠二

郎19 (出雲製織監査役, 300 株保有) , 廣谷駒蔵 (1,000 株保有) , 和 田保太郎2。(1,000 株保

17 氏名 が記載 され て い る 48 名 の地域 は, 大 阪 21 名 , 島根 13 名 , 東 京 4 名 , 名 古屋 3 名 , 兵庫 2 名 , 京都 2 名 , 福

岡 2 名 , 横 浜 1 名 で, 大 阪の株 主獲得 を重棍 していた と思 われ る。

18 同氏 は, 出雲製 織 工場 用地 と して鷹 ノ澤 一帯 の所有 地 を提供 す る等 同社設 立へ の貢献 は大 きか った ( 出雲 [1993] , 621

頁) 。

19 島根 県 出身 , 関西法律 学校 (現 関西大学) の創 立 関係 者 の一人 (島根 県 H P 「しまねの百年 」

ww w l .p r ef ,sh i m an e,l g.j p/con t en t s/k och ak oh o/esqu e/32/m en u 08.h t m l ) 〇

20 新 聞記 事文庫 『時事新 報』 (1913 年 •8 月 29 日付 ) に よれ ば, ¦・大阪和 田保 商会破 産 は才賀 商会破 産以 来の大商店 の

失態 にて其影響少 か らず 又整 理 も頗 る困難 な るべ しとの事 な るが其今 日の窮境 を来せ る原 因 に就 いて聞 くに商会 主和 田
保 太郎氏 は本 町 に綿 糸綿布 商 を営 み相 当の信 用 を有せ る和 田保 次郎 氏 の三男 …」 とある

(h t tp ：//ww w.l ib .k ob e-u .ac.j p/das/jsp/j a/ Con t en tVi ewM J sp?M ET AI D = 10030584&；TYPE =H T M L „ FI L E & PO S= l ) o
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有) の 3 者が比較的短期的な株主であったが, 河盛安之介 (河叉醤油, 他会社役員, 100

株保有) , 嘉雄 (100 株保有) , 加地^ 二 (鐵工, 700 株保有) , 横尾孝之亮 (帝国綿花社

長 , 東華紡績創設者, 1,000 株保有) , 鴻池忠三郎 ( (株) 鴻池組取締役社長, 1,000 保有) ,

飯 国重之助 (興国物産 (株) 取締役, 1,300 株保有) , 杉道助 (八木商店重役, 浪速紡織専

務取締役, 1,000 保有) といった有力者 は安定的な株主 として同社の経営 を支 えると同時に,

同社の設立のための株主募集 において大 きな影響力 を発揮 した と思われ る。

しか し, 何 よ りも哭道政一郎個人の繋が りが, 大阪での強力な資金調達 を可能 としてい

た。紡績 ・織布 について高い技術力 をもっていた笑道政一郎は前述の大阪織物勤務 当時に,

多 くの著名人や資産家, 政財界の人々 との知遇 を得ていた。 こ ういったつなが りを活か し

て, 出雲製織設立時だけでな くその後 も安定的な株主を形成 していた。

② それ以外の地域

大阪 と同様 に, 東京, 愛知, 京都, 福 岡, にも 「出雲製織発起人」が存在 (東京 3 名,

愛知, 京都, 福岡各 1 名) し, 広範囲の地域か らの資金調達 を可能 としていた。 また, 兵

庫, 広島, 愛知, 和歌山, 岡山では, 同社 の取引先である機業家が株主 となっていた。そ

れ以外の地域 である滋賀, 石川, 大分, 香川, 鹿児 島, 神奈川, 岐阜, 熊本では, 滋賀 の

一居源治郎 (近江ベルベ ッ ト (株) 取締役社長) を除き, 株主の属性 を検討すれ ば, 同社

に関係す る人々 とい うよ りも, 高配 当で有利 な投資先 として株 主になっていたのではない

か と思われ る。

3- 3株主上位 50 名

属性 が判別 した 777 名 の状況は 3-2 で述べたが, 同社株 主の上位 50 名 が出資総額の 70%
以上を占めていた。それ を示 したのが表 13 である。表 13 は 1920 年 (第 1 期) の設立時,

第 10 期 の ! 925 年 下期, 第 1 回増資時の ! 927 年上期, 減資を した後の 1930 年下期, 1931
年上期, 第 2 回 目の増資時の 1935 年上期, 同社最終期 の 1940 年下期の 7 期分の株主上位

50 名 の氏名 と出資額 を示 している。全株主数の 5.1～8.9% (1940 年下期 を除 く) で しかな

い株 主上位 50 名 であったが, 総出資額の 70.1～76.8% (同) を占めてお り実質的に彼 らが

出雲製織の重要な資金供給者 であった。表 13 で氏名網掛 けはこの 7 期分 に複数回氏名 が記

載 されてい る者 を示 し, 網掛 けでない氏名 は, 株主上位 50 名 に 1 度だけ登場 した者 を表 し

ている。 1 度 しか記載 されない株主の数 は極 めて少な く, したがって, 同社 の株主上位 50
名 のほ とん どは安定的な株主であったことが分かる。 この株主上位 50 名 とは, どの よ うな

人々であったのかを示 したのが資料 2 である。

この資料 2 では, 出雲製織発起人を始 め として有力企業の役員, 銀行関係者等資産家た

ちであることが分かる。つま り, 出雲製織 は 3,483 名 と多数の株主を獲得 していたが, 初

期 でいえば, 200 株以上を出資できる階層の人々が主要な株主だった。金額でいえば, 4,740
円以上の支 出ができる人々だったのである。『帝国信用録』を資料 として島根 の事業者 をみ

た第 1節では, 島根 の事業者 の 3 割 は, 年商 1 万円以上 2 万円未満の事業者 であった。年

商の約半分 に当た る 4,740 円以上の金額 を株式投資できる階層の人々は島根だけでは限定

されてお り, 大阪の企業経営者が同社 の設立に大きな影響 を及ぼ していたのである。 しか

し, 次第にその大阪の影響力は小 さくな り, 第 1 次増資時の 1927 年下期では島根の株主が

約 3 割 を占めるよ うになった。第 2 次の増資時である 1935 年上期では島根の割合が株主上

位 50 名 の総 出資額の 6 割近 くを占めるよ うになっていた。1940 年下期 になると, 株主の
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地域は分散傾 向を示 し, 出雲製織は, 業績の好調 さによって次第に広範囲の地域か ら出資

者 を募 ることに成功 していたのである。

小括

以上, 出雲製織の 「営業報告書」に記載 された株主名簿 を資料 として, 同社 の設立 と経

営を支 え・ていた人々が どのよ うな属性 をもった人たちであったかを検討 してきた。

同社設立初期 においては, 創業者失道政一郎が東京蔵前高等工業学校在学時代や大阪織

物合資会社勤務時代に築いた人的ネ ッ トワー クを利用 して, 政財界の有力者 を発起人 とし

て組織 した。島根で産業振興 し, 労働 の場 を創設す るとい う夫道政一郎の思いは, 郷土の

有力者たちを動か し, 出雲製織設立を実現 させ る推進力 となった。しか し, 島根の株 主は,

設立時においては 1～5 株 の零細な株主が 56.1%を占め, 100 株以上所有の大株主は大阪よ

りも少 なかった。

株主の属性 は全株主の 22.3% (777 名) しか判明 しなかったが, 判明 した株主の属性 を

み ると, 比較的少数株所有の短期的な株主であった 「会社役員」株主は, 出雲製織への出

資に対す る信用保証 とい う重要な役割があった と考え られ る。 このよ うな役割は 「議員等

経験者」, 「銀行 • 金融」株主 も持 っていた。元商工大臣の桜内幸雄 を始め, 簸川郡平 田

町長, 簸川郡出東村長, 簸川郡久木村長な ど地域の首長が株主であるとい うメッセージは

出雲製織への投資に対す る信用保証を与えていたのである。

また, (株) 簸川銀行監査役の森 山嘉太郎は, 素封家森 山金一の父だった よ うに, 「銀行 ・

金融」• 「議員等経験者」 • 「会社役員」株主たちが持 っていたネ ッ トワー クも, 出雲製織

への出資者 を増やす とい う役割 を果た していた。

全株主の中で多数 を占めたのは, 上記のよ うな有力政財界人でな く, 1～5 株 の零細株主

や 100 株 以下の少数株主であった。その多 くは簸川地域の商工業者 である 「事業者」だっ

た。その中でも 「繊維関係事業者」株 主は, 「事業者」株主 と同様 に 2～12 株 の零細及び少

数株所有の株主であったが, 同社の業績拡大 とともに長期保有の株 主になっていた。先行

研究では, 出塁製織が在地の諸産業への影響があった とす るが, 株主 としてみた場合, 出

雲製織への出資 には濃淡があった。

東京, 愛知, 京都, 福岡では, 都市部 の豊富な資金獲得を 目的に大阪 と同様 に 「出雲製

織発起人」が存在 していた。 同社の取引先である機業家が株主 となっていた兵庫, 広島,

愛知, 和歌山, 岡山, 滋賀以外の地域の株主は, 有利 な投資先 と考 える株主だった。

おわ りに

戦前期 島根県における企業の存立状況を明 らかにす ることを 目的に, 第 1 節では 『帝国

信用録』に記載 されている島根県内の事業者 を整理 し創業年, 地域, 業種 ・職種, 資本力,

営業状況 を検討 した。第 2 節 では, 1920 年 に創業 した出雲製織の 「営業報告書」に記載 さ

れている株主名簿を 『帝国信用録』 を中心に照合す ることによ り同社の経営資金が どのよ

うな人々か ら供給 され・ていたのかを明 らかに した。その結果得 られた分析結果は以下の通

りである。

第 ! に, 『帝国信用録』か らみ ると島根県内の事業者 の多 くは, 明治期及びそれ以前 に創

業 し, 1939 年 にも事業継続す るよ うな歴史の長い事業所が数多 く存在 した。業種では販売
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業が多 く, 製造業は販売業の半分 しかなかった。取扱商品は, 両者 とも工業化 とは無縁の

伝統的な商品の販売や製造で, 営業規模 で も零細な事業所が多かった。

第 2 に, 島根県内の事業者 は零細 な事業規模であったが, 松江 ・簸川 • 那賀地域の事業

者 は昭和初期の不況期 においても穏やかな資本蓄積ができていた。それ以外 の地域ではそ

の ような状況はみ られなかった。

第 3 に, 1920 年 に創業 した出雲製織 の株 主は, 島根県内の株主が全株主数の過半数 を超

えていた。 しか し, 出資総額 に占める県内株主の割合は低 く, 創業者央道政一郎が頼 りに

した大阪の株主の出資額の方が相対的に大規模だった。

第 4 に, 出塁製織の県内株主の内, 地元有力者である 「会社役員」, 「銀行 ・金融」 「議

員等経験者」 といった株主は, 所有株数では全体 として 100株以上の大株主は少な く, 保

有期間も短期の者が多かったが, 彼 らは, 出雲製織への投資に対す る信用 を付与す るとい

う重要な役割 を果た していた。

第 5 に, 県内の零細 • 小数株所有の株主たちの多 くは同社立地の簸川郡内の 「事業者」

だ ったが、出雲製織株 1株 の価格 は 23. 7～50 円で, 零細な事業規模 の県内事業者 に とって,

余裕資金の投資先 として同社 を選択 したのではなかった。

同社が必要 とす る資金は, 主要には大阪を始 めとす る都市の豊富な資金か ら供給 されて

お り, 地元の資金はその補完的機能 しかなかった。 しか し, 創業者実道政一郎の郷土に対

す る産業振興, 雇用の場の創 出 といった思いが島根県内に数多 く出資者 を生み出 し, 経営

者 • 技術者 としての高い能力が島根県外に高額 出資者 を登場 させ るとともに, 県内株主の

長期間株式保有 を実現 させていたのである。
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表 12 出震製織株 主の地域別属性 (単位 : 人)
属 悴 a t a 大原  兵 庫 東京 広 島 愛 知 和歌 山 岡 山 京 都 三 重 福 岡 履 取 山 口 大 分 香 川 岐 阜輩 井 宮 婚 徳 畠 神 奈 鹿 児 島 熊 本 滋 賀 千 葉 富 山 奈 良 石 川 合 計

会社役 員 43 48 14 15 0 5 5 0 2 1 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 141
事 業者 136 44 11 2 7 1 2 5 3 3 3 2 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 233
繊維 関係事 業者 46 50 7 1 4 3 3 5 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 127
銀行 ・金融 47 6 2 1 3 1 0 0 1 1 0 1 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 69
出雲製織発起 人 10 10 1 3 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27
議員等経験者 50 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 52
出雲製織役 員 ・社 員 16 3 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21
証券 ・株 冗貝 10 12 0 2 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28
保険 2 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
央道 家 12 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16
友人 7 0 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16
その他 25 3 0 3 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37

合計 40? 1B7 39 36 1fi 15 12 12 10 9 8 5 5 3 ? ? ? 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 777
資 料 : 出 雲 製 織 「営 業 報 告 書 」各 年 , 『帝 国 信 用 録 』, 島 洋 之 助 編 『人材 ・島根 』島 根 文 化 社 , 1938年 , 石 塚 尊 後 編 『出雲 市 大 津 町 史 』大 津 町 史 刊 行 委

員 会 , 2003年 , 出 糞 商 工 会 議 所 記 念 誌 編 巢 委 員 会 『出 雲 市 商 工 発 展 誌 』出雲 商 工 会 議 所 , 1984年 , 出雲 今 市 町 誌 編 集 委 員 会 『出雲 今 市 町

己 誌 』1993年 , 『島根 県 商 工 人 名 録 第 2回』島根 縣 物 産 陳 列 所 , 1910年 , 『簸 川 郡 名 勝 誌 』島 根 県 簸 川 郡 私 立 教 育 会 , 1908年 , 島 洋 之 助 編 『島

二 根 人 材 』島 根 文 化 社 , 1938年 , 帝 国 興 信 所 編 『帝 国信 用 録 』帝 国 興 信 所 , 1935年 , 1956年 , 1927年 , 1928年 , 1930年 , 1932年 , 1939年 , 山 田

! 肇 編 『央 道 政 一 郎 傳 』1940年 , 人 物 評 論 社 編 『紳 士 興 信 録 • 昭 和 8年 版 』内外 電報 通 信 社 , 1932年 , 商 樂 興 信 所 編 『日本 全 国 諸 会 社 役 員 録 』第

27回 ( 大 正 8年 ) , 1919年 より作 成 。

注 : ① 自社 な い しは複 数 企 業 の 代 表 者 や 取 締 役 • 監 査 役 な ど役 員 等 に従 事 する者 と資 産 家を「会 社 役 員 」。

② 製 造 ・販 売 等 商 店 や 工 場 の 事 業 主 を「事 業 者 」。

③ 出雲 製 織 の 取 引 先 の 可 能 性 もあり得 るが , 同 社 「営 業 報 告 書 」で は特 定 できな いため に事 業 者 の 中でも特 に繊 維 に閏 係 す る事 業 主 を

「繊 維 関 係 事 業 者 」。

@ 1行 な いしは複 数 銀 行 の 役 員 と貸 金 • 質 の事 業 者 を「銀 行 •金 融 」。

⑤ 「出雲 製 織 発 起 人 」。
⑥ 県市 町 村 , 国等 の 議 員 と商 工 会 議 所 役 員を「議 員等 経 験 者 」。
⑦ 「出雲 製 織 発 起 人 」。

⑧ 株 式 証 券 取 引 業 者 " 証 券 会 社 の事 業 主 及 び従 業 者 を「証 券 •株 式 販 売 」。

⑨ 保 険 会 社 の 事 業 主 及 び従 業 者 , 仲 介 業 者 を「保 険 」。
⑩ 央 道 政 一 郎 の 家 族 及 び親 族 を「央 道 家 」。
⑪ 央 道 政 一 郎 の 友 人 , 同 氏 の 東 京 , 大 阪 , 愛 知 時 代 の 同 窓 生 や 海 外 実 習 生 を「友 人 」。

⑫ それ 以 外 を「そ の他 」。



表 13 出宴 製 織 株 主 上 位 55 輿 位 ［円 , 名 )
1935年 ( S 1Q) 上 期

住 所 金 額
田 中 仁 古 大 阪6 〇〇〇fft [ M.ti ¦ n l 70.0 00
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LM

両 ¦
編 湖

央 道 洋 一
八 若 一巨

【彌 B .v ri EO
【心 誕 ・此 ¦

資 料 : 出 零 製 當 業 報 告 書 j 各 期 より作 成 。

注 : 小 計 は • 上 位 5Q名 株 主 の 出 資 額 。% は . 全 体 に 占 め 甫割 合 。そ の 他 は , 上 <4 50 名 株 主 以 外 の 株 主 数 とそ の 出 責 額 合 計 。氏 名 網 か けは ・搜 数 回 上 位 50 名 にな って い る者 を示 す 。
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7.Z00
6,4 50
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4,0 00
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3,572
3,3 60
3.266
3,000

2神
2,3 50

2.3 30
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5,300
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近田 中 源 一
理 田 四 ! !
山 畦 措
松 本 葛 象

1930 年  ¢S5XF  期

氏 名

60Q

570
550

1,5 10
1,500
1,112
1,0 15
1,000

1,Q00
1,000
1,000
1,000

900
900
550
500

500
500
500
500

S o
49〇

1,000
1.000
1,000

旭 国 重 之 助
中 蔓 一 男
重 国 牡 三 郎
大 高 愈 志
森 山 茂 太 郎
養
裝 g 吉

宮 ・¢ 彌 作
安 部 虎 吉
中 蔓 初 音

1927 年 ( S 2>上  期

氏 名
央 道 食 ー 郞

助 川 文 平
後 ］S 幸 三
央 道 實 一
中 ! t  一 男

稲 垣 友 枝
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村 道 助
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餃 国 重 之 助
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皿 池 忠 三 郎
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山 本 働 之 助
岩崎利平〔兵) 街

松 村 徳 盛

金 額 金 額

193 1年 ( S6) 上 期

氏 名
田 中 仁 吉

低 木 一 ・三
白 極 三
損 井 8 ¢之 助
土 岐 久 士
元 田整

飯 島 幡 カ
疑 道 寛 一
稲 垣 友 枝

橫 圈 孝 之 亮

No .
r
2
3 l如 落 航 ク 田( 1大 0? ¦ 2 QOOl 八 太 平 鼻 徹  1¢ 4[] I 5 03g ¦B ・ 田 俣
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5
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8
9
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15
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27
28
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3 7
3 8
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米 清 又 記
横 尾 I¦( 之 助

岡 村 房 治 郎

道 蘇 ・ 右 新 門
痩 !! 万 次 郎

［荏 所 ¦金 額 氏 名

加 藤 六 郎
稲 垣 み ね
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岡 坂 愛 之 助
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桑 野庄 吉
山 本 微 之 助

730 '
59 l̃ i 富 峙 彌 作
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62印

ハ 先 一 三
600 ¦
550 1

1920 住 ( ［9>下 期 ! 1925年 ( T 14 ) 上 期

氏 名 展 所 儘 額 底 名
史 雀 政 一 飢 1 整 粮

北 潔 敬 二 郞

巻 山 蒐 己

竜 所J 金 頷
失 譜 政 一 郎

IE3 3̂ K n 矛 田 幸 次 東 京 3.600 山 本 マッ 烏 桐 2,154 島 根 ・ 6.00Q 朝 吹 常 吉 1
湾 蓮 尊 右 衛 門 榊 3.150 3 K X 右 衛 門 烏 福 1,890 四 方 田 保 K 販 3 ,600 絲 原 武 太 郞 I
山 本 マ ッ 為 根 3,090 四 方 田 保 大 阪 1,800 犬 高 盛 敵 巣 京 3 ,500 夫 道 政 男 … 1
四 方 田 保 大 阪 3.000 安 久 璋 庄 右 衝 ¦ 夏 京 1,626 元 他 有 常 稟 京 3,330 成 瀬 3

ILI l I ^ E GEE! 安 久 津 庄 右 衛 f 東 京 2.7 11 央 通 寛 一 弄 障 1,503 は 轉 事 右 衛 門 京 都 2 .920 四 方 田 保

lÊ a ^ E EHl 大 搖 愈 志 累 京 2.600 野 島 ・ 名 轡 知 1,500 塚 禍 英 ・:郎 大 阪 2 .800 木 下 茂 I
央 描 實 ー 眞 庫 2.502 土 岐 久 士 素 京 1,458 山 本 マ ッ 島 根 2 .5 13 編 答 青 次 郎 I

lE£3 ^ E En i 野 寒 童 名 野 加 2.500 白 模 員 督 知 1.275 山 本 氏 柱 隔 2.50U 克 宿 慎 国 I
土 岐 久 士 東 京 2.430 逆 蘇 喜 右 衛 門 京 祁 1,200 佐 な 田 !H 系 扉 2,286 大 高 盛 敲
白木 辰 = 耆 知 2.120 弱 編 養 右 術 円 烏 相 1.110 木 原 寄 做 2.250 宜 田 彫

執 る 飼 嵐 京 都 2.000 後 ! ! 峯 三 帶 却 900 後 禱 奉 三 需 却 1.^ 00 山 田 S
¦ 大 阪 ¦ 2 .000 成 は : 帽 ー・編 M4S 1,850 鴻 池 忠 三 郎 柵 900 佐 韮 建 太 郞 做 1,723 佐 々 田 貫  I
1 京 都  I 2 .000 EE3 1,500 稲 編 友 枝 尹 庫 600 提 盆 清 一 1.G00 椅 田 邦JS \

泌 楚 忠 三 郞 踏 1,500 植 ・ 孝 之 亮 大 阪 60Q 菅 文 治 郞 大 阪 1.540 山 本 マ ッ ¦

福 垣 友 技 煎 1,000 杉 道 助 六 阪 600 吉 田 ffi 大 阪 1.520 « 文 治 郎  I
[EE1M E E!構 厚 章 之 寡 1,000 林 安 繁 大 阪 60Q 田 中 睾 三 郎 大 阪 1.500 後 蘇 啓 ー 1
[E3i-3 M E EI林 拂 訪 1̂ 3 1,000 飯 国 ・ 之 助 大 阪 540 吉 田敏 夫 大 阪 1,4 57 損 尾 $

林 安 繁 E313 1,000 加 地 美 江 大 阪 4 80 山 崎 利 平 大 阪 1.4 30 位 田伊 三 郎 !

lEj L¦ ^ BE *3 修 国 ・ 之 助 取 900 宮 理 利 之 団! 鳥 根 4 11 蔣 本 とめ 大 阪 1.2 10

加 地 和 市 ES 3 800 織 原 万 次 郞 蜀 根 396 構 電 孝 之 亮 大 阪 1.200 花 搖 右 衝 門 I
宜 ］B 利 之 助 L1II1 687 就 田 満 大 阻 390 森 山 茂 太 郞 LJ ti l 1.180 経 原 食 ・:郎

[EUEI M ¦^ !Mt 原 方 次 郞 660 森 山 茂 ・:郞 芻 根 372 小 林 良三 叩 1.180 平 松 力 松  1

3 9
40

渋 川 忠 二 朗 大 阪 300 阿 部 克 :t 郞 大 阪 300 荒 川 貪 之 表 登 知 500 荒 川 實 之 丞 50 0 松 村 t E松 K 阪 300 55〇¦ t U田 金 右 衛 門 ¦島 棍 ¦ 1,528

松 風 嘉 定 京 ・K nnn 岸 清 一 ヤ 京 30 0 加 岬 二 ¦大 阪 ¦ 500 岩 崎 利 犀 衝 ESii3 50 0 後 !K A 村 知 300 中 » - s 大 阪 94 1 塩 田 富 三 郎 I大 阪 ¦ 1,500

4 1 平 岡 F¢ 法 雨 300 岡 村 鑑 雄 ¦ 大 阪 ¦ 500 松 材 便 松 E3i!3 50 0 5 元 !E 島 相 300 永 井 <8 男 島 相 69 6 飯 !3 童 之 助 大 阪 ¦ 1,470

4 2 遠 藤 行 ー 島 根 250 渋 HI 忠 二 郎 廊 300 岩 間 利 平 術 ¦大 阪 ¦ 500 粮 薦 英 ー 四 50 0 列 疊 安 之 介 大 阪 2 70 宮 崎 専 作 大 阪 660 堀 ££ 話 三 ¦兵 庫 ¦ 1,450

4 3 浅 番 久 乎 大 阿 250 免甫真久右徐門 神素H 300 松 村 德 松 ¦大 阪 ¦ 5Q0 河 感 安 之 介 ESi!l 4 50 裔 構 降 ・ 株 2 70 桝 岡 政 治 朗 大 阪 850 木 村 久 治  1岡 山 1 1.400

44 来 海 竹 松 廊 20S 京 田 ・ 宙( 常 却 300 加 jg 厳 島 根 5W M 摩 一 4 50 浅 番 贋 五 郎 大 阪 252 央 措 照 郎 酬 824

4 5 戒 崎 定 吉 K 阪 200 旭 国 ・ 之 助 あ 阪 3(K) 宜 田 清 ¦大 阪 ］ 5(10 浅 番 膚 五 郎 EŜ [ 4 20 福 材 専 + 却 島根 252 演 西 伊 之 助 兵 庫 800 杉 答 清 太 郎 1島 根 ¦ 1,260

4 6 波 多 野 想 吉 休 背 200 fi g 国 壮 三 郎 大 明 300 座 田 四 郞 ¦東 京 ¦ 490 福 村 H + 郎 詩 詞 4 20 松 田 芳 子 大 阪 24 6 山 田 尊 治 島 根 700 後 藤 英 一  ］愛 知 ¦ 1,200

47 岡 田 音 次 郎 200 2¢ 湯 栄 吉 L-aai 300 河 座 安 之 介 ¦大 阪 ¦ 450 否 元 凰 后 団 400 央 道 道 董 240 水 口宰 三 郎 大 阪 700 四 方 田 鉄 一 ］大 版 ¦ 1,200

48 洋 ・ = 滝 治 京 都 200 八 木 保 三 300 高 播 隆 一 ¦ 島 根 450 央 道 廿 400 西 魅 武 大 阪 2 10 白 木 辰 三 帶 知 675 白 木 辰 三 ¦愛 知 ¦ 1,020

49 20 0 平 岡 茂 ES I 28。 浅 番 廣 五 郞 ¦大 阪 4 20 板 垣 專 太 郎 后 団 380 佐 々 田 Bf 泉 京 2 10 山 田 摩 太 郎 大 眼 634 今 岡 眩 四 郎 4 根 1,0 20

50 竹 原 荘 治 郎 大 !?? 20 0 徳 合 操 治 280 夫 道 措 蔵 1島 相 1 400 西 植 武 3 50 佐 ! » 康 福 岡 192 央 道 八 重 子 瞬 630 位 永 中 一 1東 京 ¦ L QOO

小 計
H

so
仲

40.169
70.1%

50
8邸

6 1,860
76班

50 88.035
5コ% 734%

50
、 5.71

8 9,3 19
74.4»

50
7JM

55,0 14
78XK

50
5.1%

14 6,790
73.4%

50 245.070
25% 613*

5 13 17.0 96 53 1 18 .630 895 3 1,905 822 30,679 666 17,337 936 53.3 19 1925 154,920

合 計 563 57,267 5B1 前 ,290 94 5 119.940 872 119,998 7 16 72,40 1 9B6 200,10 9 1975 399,990
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資 料 2 出 墓 親 建 極 主 上 色 50著 e 興 性

責 料 : 表 12 と同 じ。
注 : 空 白は 不 明 。

祠 . 」食・…」 , ' • ・ 性 ・:. " く ,•" 二…%  上 ・」 £'◎ W 琢 ;如 縫 藉 題 醜 祐 lg  心 網 耕 ・ V忘加 名r こ: ■ tt - も“: ・ 雜 所 m 氏名& % ' 1 般 ・

愛
知

荒川實之あ 荒川(ff i K B , 食気!間• エ通行役H •矢作工累tt H

景加信宙社長, 日木車両眼造社長, S R tfc
3 & R

吸知憎兒(株) 収・& 金粉1! 商常精, 名古・土地常8；

M4J年5月農富(K吉美国実］1植皆生(穴・政一郞同行者),
弟地績行& ¦L  ■£ 皆亘性通快員• fi itt K a tt fi
置屋磚

名古・岐素地会牡協代

山本嘗の風板
八・(塩) 代裏, 豊精電捜(棟), (X ) 太物東郞住会社長, dt )
大荷富力骨!¦

大
販

竹村摘次郎 • 出編糸布!t * i ! 做 系間・, 天点
t m . 却 ! ・初, te * n s A
洋晶子缺! W JEIH

n > a * (tt >n<H &

日本生會保域(株) 勿域&

キ田川電鼠牡艮, キ的・水社長
出・SM JEJS人

大和 E« M(4 )V IS

IKMS H n . (« ) K *4K Jf K E U A , 大株中央土地専卷.
^ t t et n

山匡・店代喪. 械会社& 貝

S Z K . Uj^ MTEHE代! t. fft i tt & M

甫311«花社長, K K tf jMMK * ・出・>»«晃起人
常国専花& 員. K V tf it t fi

亜メリャスH 団!¦¦ . 大01帆布工堆工W主任

井株士, 出・! ! » «£« , 出

tan « ・愈 人

福 岡

岡田音我離 大阪aMVUt r cの9»人, 揖号!・通・・出・» » « £ 人

通船直

ft
根

板壇興太郎

仁峯八川出身. A tt A X f riK. MH . 宜地金杜& 員, 出・電
»U 捷) 収締& 社兵, 松n e fi U B , X K * N.
^ mn x n 和泉・の分索・やくもわた(株)

< ¢ Br〇〇! r* a . J! 拉県素制・. 9I 西化字く榜｝. 山萬木
B(金社. 第峽金杜・命市肉工会初代会長. 會市由長• A WR
H 貝, 建(M UM . $22出・申!¦

曜川甲田出身. A Mff ft M. 長• A fl Kj t W
出鷺垣<t 提起人

H K A * . 出尊富蝕杜畏. 人

旭・広羽出Jし出・I K (tt ) Jt iMfi tt S . 元膚工大臣

« « « . Jk* E # tH3£・社! 壮墨
(MH 年生)央禮遇・のMJR. X ^ iV店取!«SUJK京)

央現& - ¦&の本・§主
就91和干のW ( 耆

■Jun e 出!H M8生｝, 嘉ほ連• ・右浦πの除. CUMK K
紐行廉段• (律｝副樫県・エ蛆行段(・役バ株) 廳川飯行最・
& . 出 ¢ 11« » (* >̂ » » ・酸川技S！
(wiohk. x H a ri a K . £ ■» » « £  a
• 州金苗寧行EUH 戈)• 出・S f rSIQ. 今市(Bff . 出・肉
H 会K 所二代な炒. T4l r« » i , Si e出・市・. S9出・市

質・［£鼻晃］( 累

會市町»t a . )小字技枚畏

太初•棒反物太物・具AM M9•岸・阪光泉. (» )& A

砂!I JK干物JE売素

松U 姑:行］« 収. (榛)松H 扱行頭収. 出・・双(株)監衣¢t
松江! Ut (tt )蛙 & , 母上MSI Ctt JK Ma

接整英" 田中亨三郎 (£« « « 耳原欧太郞

ift M幸三 田中仁吉 平贈 茂 今岡政四郎

白木B8三 M 英・¦ £
和 歌 山

i £B  K 陷・株布制島生免! ! 匿, 出K K M£ « ft M 3i -32)n ) ^
K & (* 25-«30. 33» 4:痢)

3 S B 右抵門

助川文平 中!1 一男

東
京

安久St 庄右術π フィルム・気材料(フィルム)狡色丸 晴昭和商貫(律｝取捧
ft
広皆通眞・地債械売貫! ¢, 含宝金社6UI , 宙国生會保!*
(採) 取締酸, 上毛斯・整貝

^ £ MR ^iJEffi X

松H 束次出(し多熊納後者, K M, 出X « A tt JK« tt S H

山一H 屏(株) 取銘住杜畏

* tt S I! . 出・XMMS 人
ネクタイU 造｛株)

不動崖有価［£鼻充!( 置建合名登壮& ¦1. 3K京火貝保険
(律), 王子重気魄迎& IL 出富・鼠杜艮

(X )1t 永M工社代蠢, 的金社& 貝

弁携士

X » E » *
弟答每行!t 峡i・ポルネオ技頂容(捧)& ¦12年

H 鳶行ー

冨田電助 畏・牟与¢¢ « tt « 吉 ・卷弼吉

健金禄泊 庄議 連 販畠幡司 風原万次89

野島寛名 西風 武 伊鳶一郎 » ■ JEE

八木保三 満崎定吉 大« » £ 罹内串域

八木一三 林 虫案 大MX tt 史撞理一幡

ノ I 木甲兵薄 廣答驚看 » 消ー 尖撞・郎

火
阪

蔑番久平 スコップシ・ペル・±̂ ^ A *A A K H fl K t l ff S . (ft )
■ttt ^ K « K tt WN A (« ) & 貝
摂N1曲船<株)社民, 他敷脅杜& 貝
7 H H JS K
K JICH %出鼻, 貝国M)食株打会せ収縮& アカシ•V* M店
店空’庄富¦ u• は童&
壇脂出鼻, tt tt RH ±(1JH), 大H K Ma H & IU K T il
« ) , 出 出・H W *

岩岬爵!IU株)校«! . 他金社役(!

機枝・・介集・出K K H A & A

M布曜造泉. ¦・布!a• 祷昏崗店せ長. (捧)水間% ! 社畏”
布粮!» 株)
a! エ!¦t . 出官製・発!B人
恢エ演
切増叢H 所" 8 地• ; U l fl l«蓉

痢又。油& 員, tSA tt S A , 出量¢! ・理超人

M律岐寧素, 住友生會保纖(捧) 専存取胃性
有価旺鼻康精充賈墓

X JSH
X 材土木誕携H 負(梓牌 弛牝杜長, 上» M» , U ft tt R A .
出・N MK G人
H il iS- ffl ¢  友人

±■MMft QA

楼H 車之V)の知人
八木向唐専器, 取株做, 出・« Nt* £ A
スコップ柄・観柄¦ (造虞

省価旺分充員・, 素!¢±地(採) , t r鳳會店”金社& Ji

働本とめ 木下 茂 穴道道童

阿部克太郎
桝岡超治郎 木原 斉 代複八・子
松田承久 庄田四館 移符清K 邪

安・兼集(則> 松田若子 ft M S - ・田左・&

低国直之助 松村匪松 佐 » 3 ^ 53 X U K "

峨国壮三郎 松:¢: Bt at 佐々田 e

岩崎利平優 丸山!! 次 佐々田 W せ原!IR宣

岡坂登之助 氷0 手三部 央2I 洋一 田中議一

岡村BE耀 さ・«算作 土岐久:t 永井億舅

岡村房岩BE 茂木恒三郎 J! 永中一 中漏倉志郞

帝答書次郎 専・政雄 中・初音 福村事十郞

加地解M 山塩到坪 st ・太次郎 古溝友次郞

M地和市 山田輝太郎 元田幸次 本田専次郎

加地美il 山田 S 元地有常 三島煌次右崗π

加鼻六郎 山本st 之助 果す又館 言J! 利之助

編HI国�出育•今布Bl t T長. 田・村長, Mft H A , 出X MH
K « K

S 茂め之助 山布氏住 3CA  T 持田用! 1

阿盛興治 損富拿之亮

兵
庫

安郁虎吉
(J«)t  (採) 瑕童! ¦ ・随, 携本肖應大車主店度

T9年«f 様会物(大眼に店«(有り)

K Jiia ^ 出亀(皿 3生)• 央連價JUの四男一兜WBl一節の畏
子・出MKJI S 8 . 財団法人穴云¦0息金理事厘

n e生) . « a a - w <D長第］t ーの長卵
和学箱和律!9 阪充«¦

金杜& 及
(棟｝・戸米BEHH・日W社危(! 段社墨• H H X B -X a n vt
郭!!

( tt >K S K MtBFK M8t . 出・望・凭旬人

化学!tt l t 授術券• 北若H SE8E員. 出M ・人MM 鶴柱院長

α 託n
胃盛安之介 M JKM2 W) 稲頃友快 は山克己

北川勢次即 横JK ¢ IB埴用ね Ct 山茂太JB

北菱Ctニ卸 吉田厘次節 央連0(国 整山祐三
^ £ H . 停市«TN X ft 長, 出富風!WQI• 卷, 今市
間エ金29代会！! . SW出・帝St . S39出富市洞KBS!停市分
団長•

S JIIX X 出・•亀SR. ｛實) 三佑社牡豊. (株>通川曜行気!*
& . n w « n 化学く林)魅畳せ. Hj« Mft (4 )K u st  出本
№>«£α. jx ^ n a o  兄• 大 mis
A a mx tt K . 化1｛品石«! 仲. (株｝冠県(&什取胃及, (株)
tt Jlin tr ^ MR , 山» » « ■(« ) B U R , 度上» 3 (« )£
X fi , 出・M» R£ A

山本賞• «
« fl « RV ・貸金案•星凭!E京・■>!. ノ函 ! fi Sl I t  (捧)
八賞貯書供行!»収, (株)島a ft A T Mfr w 任駐査段

木村亀市(吉) 吉田 ffi 史 H JC 一 山田金右術π

漿野庄昔 皆田散笑 殆 ・政男

点絶忠三〇! 地薄竹松 演芯用之助 山田英治

小林良三 四方田 保 平松才司

里田X H SJ 四方田鉄一 平 E A S! 山本［・太AS
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